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梅園幼稚園の園児が、自分たちで育てたタマネギの収穫を体験しました。

みんなで一生懸命に掘り出したタマネギは、全部で約1.000個。

取れたタマネギの一部は、昨年苗を植えてくれた卒園児にプレゼントしました。

残りは園児全員で、カレーパーティーです。みんなで皮をむいたり、刻んだり。

自分の手で収穫したタマネギで作ったカレーです。ホッベタが落ちたことでしょう。
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Ｉ雨の恩恵…昨年は、入梅の８月日日以来まとまった

雨が降らす、異常渇水か続いたことを覚えていますか。

梅雨の季節はうっとうしいけれど、雨は私たちの生活

や作物の実りに欠かせません。 30日南には、流水プー

ルと南公園市民プールかオープンします。プールで泳

ぐことかできるのも、梅雨のおかげですね。

・アユの季節…４月の初めから放流した稚アユか順調

に育ってきています。アユは、寿命が普通１年である

ことから「年魚」と書かれたり、香りがよいことから

　「香魚」とも書かれます。日月19日旧）は乙川のアユの

解禁日。初釣りか待ち遠しいですね。

■はかなく美しいホタルの光…初夏の夜を彩るホタル。

約10日間と短命のホタルは、美しい光

を放って、精一杯自分の存在をアピー

ルしているかのようです。地面が適度

に湿り、昼間の気温が上昇した日は絶

好のホタル日和とか。河合地区では、

ゲンジボタルの群舞を見ることができ

ます。
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市福祉会館の紹介

岡崎市の財政状況

市政ニュース

よもやま日記

/'国体ニュース

まちの特派員だより

まちの話題

市民の広場

お知らせ

７月の保健だより

虫ごよみ……休日緊急当直医師
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７
月
４
日

福
祉
活
動
の

拠
点
と
な
る

新
し
い

.心、
二

が
オ
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プ
ン
し
ま
す
ぃ
、
…
…
牡
〈
り
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。

　
市
民
福
祉
活
動
の
総
合
的
な
拠
点

な
ら
び
に
一
般
行
政
部
門
の
機
能
を

有
す
る
複
合
施
設
と
し
て
建
設
を
進

め
て
き
た
市
福
祉
会
館
が
、
完
成
し

ま
し
た
。
地
上
六
階
、
地
下
一
階
の

建
物
に
は
一
階
か
ら
三
階
に
社
会
福

祉
協
議
会
な
ど
の
事
務
局
が
入
り
、

四
階
か
ら
六
階
に
は
教
育
委
員
会
事

務
局
な
ど
が
本
庁
か
ら
移
り
ま
す
。

　
今
号
は
新
し
く
オ
ー
プ
ン
す
る
市

福
祉
会
館
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
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特

一集

新
し
い
市
福
祉
会
館
を
紹
介
し
ま
す

障
害
を
持
つ
た
か
た
に
も
使
い
や
す
い
施
設
面
で
の
配
慮

　
市
福
祉
会
館
は
大
き
く
二
つ
の
性

格
を
持
っ
た
施
設
で
す
。
地
下
一
階

か
ら
三
階
ま
で
の
福
祉
部
門
と
、
四

階
か
ら
六
階
ま
で
の
一
般
行
政
部
門

か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　
福
祉
会
館
は
主
に
、
①
市
内
各
所

に
あ
る
福
祉
関
係
団
体
の
事
務
局
の

統
一
⑧
増
加
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

需
要
に
こ
た
え
る
研
修
な
ど
の
活
動

場
所
の
提
供
③
市
が
、
よ
り
良
い
保

健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
図
る
た

め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
の
情
報

福祉会館(左)と市役所本庁舎(右)

交
換
の
場
づ
く
り
を
目
指
し
て
建
設

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
障
害
を
持
つ
た
か
た
の
利

用
を
考
え
、
施
設
面
に
も
配
慮
し
ま

し
た
。
会
館
入
り
□
を
示
す
「
誘
導

チ
ャ
イ
ム
」
。
音
声
案
内
付
き
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
。
一
階
か
ら
三
階
に
あ
る

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
昇
降
口
か
ら
窓
口
ま

で
を
示
す
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
。
ま
た
、

一
・
二
・
六
階
に
は
車
い
す
用
の
ト

イ
レ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
福
祉
部
門
の
一
階
か
ら
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三
階
を
中
心
に
、
各
階
の
主
な
窓
□

や
研
修
室
、
事
業
内
容
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。

９
ｉ
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ｎ
ｙ福祉部門

○
所

　
役

　
市

乙川

ｊ吹
矢
橋

二|

各　階　の　案　内

設置される事務局、研修室など

大ホール（2 I 6席）、小ホール（｜　I 0席）

また、間仕切りの移動により3 2 6席も可能

環境衛生部（環境課、衛生課、保健課）

経済部（商工労政課、観光課、農務課）

教育委員ぐ庶務課ヽ施設管理課ヽ体育課｀ヽ、

会事務局y社会教育課、学校教育課　　／

福祉事業団事務局

福祉団体利用視聴覚室、研修室

消防本部連絡通路

障害者福祉団体連合会事務局、家庭奉仕員室

ボランティアセンター、心の電話おかざき朗

読室、録音室、調理実習室

階
－
６

｜

｜

５

４

３

２

V

社会福祉協議会事務局、心配ごと・結婚相談所
シルバー人材センター事務局、相談室(4)
地域福祉サービスセンター、会館ロビー

福祉団体公用車駐車場
厨房、家庭奉仕員作業室、電気機械設備室
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Ill]市福祉会館の紹介

①
階

社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
ａ
２
３
１
８
７
０
５

　
社
会
福
祉
を
口
的
と
す
る
調
査
、
総

合
企
画
、
連
絡
調
整
及
び
助
成
、
悍
及
、

宣
伝
な
ど
を
行
う
団
体
で
す
。

　
主
な
事
業
は
次
の
通
り
で
す
。

○
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業

○
心
配
ご
と
・
結
婚
相
談

○
老
人
い
こ
い
の
家
（
三
十
七
ヵ
所
）

の
管
理

○
生
活
福
祉
資
金
な
ど
の
貸
し
付
け

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
（
現
在

五
十
三
団
体
が
登
録
、
会
員
数
は
約
千

四
百
人
）

○
老
人
福
祉
雷
】
話
相
談

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
容
2
3
－
８
９
７
１

高
齢
に
な
っ
て
も
健
康
で
働
く
意
欲

の
あ
る
か
た
に
、
長
年
の
経
験
や
能
力

を
生
か
し
て
い
た
だ
く
場
を
提
供
し
ま

す
。
ま
た
、
什
事
を
通
じ
て
会
員
相
互

の
親
睦
を
図
り
ま
す
。

○
会
員
登
録
者
数
　
　
　
　
五
六
一
人

－
－

地
域
福
祉

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
a
2
3
－
８
９
３
８

　
今
後
、
予
想
さ
れ
る
急
速
な
高
齢
化

社
会
に
対
応
す
る
た
め
。
必
要
と
な
る

福
祉
事
業
の
実
現
を
図
る
た
め
、
平
成

五
年
四
月
か
ら
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
主
な
事
業
は
次
の
通
り
で
す
。

○
福
祉
カ
ル
テ
の
作
成

　
介
護
を
必
要
と
す
る
人
の
情
報
な
ど

を
「
福
祉
カ
ル
テ
」
と
し
て
整
備
し
ま

す
。
こ
の
カ
ル
テ
に
よ
り
、
必
要
と
す

る
サ
ー
ビ
ス
の
極
類
な
ど
が
把
握
で

き
、
電
話
の
巾
し
込
み
だ
け
で
対
応
が

可
能
で
す
。

○
介
護
用
ベ
ッ
ド
、
車
い
す
の
リ
サ
イ

｜階から２階までスロープがあります

ク
ル

事
業

②
階

各窓口までの経路を示す点字ブロック

障
害
者
福
祉
団
体

連
合
会
事
務
局

　
市
内
に
あ
る
五
つ
の
福
祉
団
体
の
連

絡
・
訓
整
な
ど
活
動
の
拠
点
と
な
り
ま

す
。
五
団
体
の
内
訳
は
次
の
通
り
で
す
。

○
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

　
　
会
員
数
　
　
　
　
　
こ
二
五
〇
人

○
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
（
知
的
障
審
）

　
　
会
‥
貝
数
　
　
　
　
　
　
三
〇
〇
人

○
し
体
不
自
山
児
者
父
母
の
会

　
　
会
員
数
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
人

○
ひ
ま
わ
り
仝
（
知
的
障
害
）

　
　
会
員
数
　
　
　
　
　
　
二
Ｉ
○
人

○
視
党
障
害
者
親
の
仝

　
　
会
員
数
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
人

調
理
実
習
室

朗
読
室
・
録
音
室

　
車
椅
子
の
か
た
が
、
調
理
が
出
米
る

よ
う
に
、
棚
の
高
さ
や
調
理
む
具
な
ど

が
工
夫
さ
れ
た
実
習
室
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
朗
読
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
た
め
と
、
録
音
し
た
テ
ー
プ
を
複
製

す
る
部
屋
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
階

福
祉
事
業
団

　
　
　
　
　
　
　
　
容
２
３
１
８
９
４
６

　
高
年
者
セ
ン
タ
ー
岡
崎
、
母
子
寮
、

精
神
薄
弱
者
授
産
セ
ン
タ
ー
「
希
望
の

家
」
「
の
ぞ
み
の
家
」
、
花
園
高
齢
者
生

き
が
い
セ
ン
タ
ー
の
管
理
、
運
営
を
市

か
ら
委
託
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か

に
も
、
独
自
の
事
業
と
し
て
年
金
者
住

宅
「
ゆ
と
り
の
里
」
や
、
高
年
者
セ
ン

タ
ー
岡
崎
に
あ
る
診
療
所
を
運
営
し
て

い
ま
す
。

④
～
⑥
階

　
四
階
に
教
青
委
員
会
事
務
局
、
五
階

に
は
環
境
術
生
部
、
経
済
部
の
一
般
行

政
部
門
が
入
り
ま
す
。

　
ま
た
、
六
階
の
ホ
ー
ル
は
一
度
に
三

百
二
十
六
人
が
収
容
で
き
、
大
画
而
投

影
機
や
最
新
の
音
響
機
器
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

326人が収容できるホール

５



岡崎市の財政状況

　
市
で
は
、
毎
年
二
回
財
政
状
況
を
公

表
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
巾
民
の
皆

さ
ん
が
納
め
ら
れ
た
税
金
な
ど
が
、
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
知
っ
て
い

た
だ
き
市
政
に
対
す
る
協
力
を
お
願
い

す
る
も
の
で
す
。

　
今
回
は
、
平
成
五
年
度
下
半
期
の
財

政
状
況
を
説
明
し
ま
す
。
な
お
、
数
値

は
平
成
六
年
三
月
三
十
一
口
現
在
で
す

が
、
出
納
整
理
期
間
が
あ
り
ま
す
の
で
、

決
算
額
と
は
異
な
り
ま
す
。

●
一
般
会
計
の
執
行
状
況

　
平
成
五
年
度
の
一
般
会
計
の
歳
入
歳

出
予
算
の
執
行
状
況
（
三
月
末
）
は
、

予
算
額
九
七
六
億
三
。
九
五
一
万
円
に

対
し
、
歳
人
面
で
は
収
入
済
額
八
五
二

億
四
、
一
一
九
万
円
で
し
た
。
こ
れ
は
、

前
年
同
期
と
比
較
す
る
と
四
・
八
Ｕ
（
三

八
億
七
。
六
〇
三
万
円
）
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
歳
出
面
で
は
、
執

行
率
七
四
・
三
ぴ
で
、
支
出
済
額
は
七

二
五
億
六
、
一
一
〇
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

●
特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
執
行
状
況

　
特
別
・
企
業
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算

の
執
行
状
況
（
三
月
末
）
は
、
総
予
算

額
七
八
〇
昭
三
、
四
四
六
万
円
に
対
し
、

歳
入
面
の
執
行
率
は
七
七
・
九
Ｕ
、
歳

出
而
は
執
行
率
八
七
・
二
Ｕ
と
、
順
調

な
試
行
状
況
を
示
し
て
い
ま
す
。

平成５年度一般会計執行状況(単仁万R、括ａ内(よむ)
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平成５年度会計別収入支出執行状況　　　　｜

　

piiSit一卵 戸一郷即一個憬Ｕ』
食肉センター　　　　　　　　3.739　　　　2.474　　　　3.260

国民宿舎桑谷山荘　　　　　　1億4.118　　　1億501　　　1億1,田9

下水道　　　　　　　　　99億3.7日6　　　H億6,942　　　65億2,931

駐車場事業　　　　　　　　2億3.355　　　2億1,475　　　P億3.305

土地区画整理事業清算金　　　　　　4P　　　　　　3　　　　　　0

営農飲雑用水施設事業　　　　　　8日9　　　　　1B6　　　　　2日0

農業集落排水事業　　　　　　9億6.9日4　　　　3,^77　　　3億4､21B

競艇事業　　　　　　　　199億7.543　　176億3.786　　169億Ｌ丁昌

国民健康保険事業　　　　　m億6.533　　101億8,230　　106億5.B9

老人保健　　　　　　　　13〔]億1.698　　114億3.654　　119億2.855

証紙収入　　　　　　　　　1億B.日ID　　　1億7.008　　　1億4,85日

工場等建設奨励　　　　　　　　　１　　　　　　０　　　　　　ロ

継続契約集合支払　　　　　1〔]億9.247　　　　　　0　　　1ﾛ億1､1Q日

地域汚水処理施設

病院事業

水道事業

1億5.5∠10

122億6.510

79億6.651

9.555

118億3.694
-
65億7.049

市
の
借
入
金
（
市
債
）
状
況

（
単
位
‥
万
円
、

括
弧
内
は
糾
）

7.日60

121億1.63日

78億6.944

　土　地

10.63〔〕.524rTi

　建　物

B6B.753m

有価証券その他

341億B.959万円

●特別会計

国民健康保険のように特定の人た

ちの相互扶助を目的とした事業

や、下水道のように限られた人た

ちが利益を受ける事業は、原則と

して利益を受ける人たちが負担す

るお金で連営するなど、個々に経

理を明確にする必要のあるものに

ついて、一般会計とは別の「特別

会計」になっています。

●企業会計

民間の会社のように、その事業の

収入で支出を賄う「独立採算」の

事業です。

●市債

市が、国などから長期的に借り入

れる資金のことをいいます。これ

らは、学校や公園の建設費、下水

道整備費、病院の医療機器の購入

費などにあてられています。



ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ビ
ー
チ
市
か
ら

親
善
視
察
団
が
来
岡

　
姉
妹
都
市
の
米
国
・
ニ
ュ
ー
ボ
ー
ト

ビ
ー
チ
市
か
ら
瓦
月
二
十
四
目
、
親
善

脱
察
団
が
岡
崎
巾
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ビ
ー
チ
市
と

は
、
昭
和
丘
十
九
年
ト
ー
月
二

十
Ｌ
日
に
姉
妹
都
市
提
携
を
結

び
、
今
回
の
訪
問
は
ト
川
年
を

記
念
し
た
も
の
で
す
。

　
訪
問
団
は
、
ク
レ
ア
ラ
ン
ス
・

タ
ー
ナ
ー
市
長
を
始
め
と
す
る

ト
四
人
。
一
行
は
、
ニ
ト
九
‐

ま
で
市
内
に
滞
在
し
、
お
か
ざ

き
世
界
Ｊ
Ｌ
ど
も
芙
術
厚
物
館
や

巾
内
の
企
業
な
ど
を
兄
学
し
、

閔
係
者
と
の
交
流
を
深
め
ま
し

た
。

　
ニ
ト
七
‐
の
提
携
十
川
年
記

念
祝
賀
会
で
は
、
今
後
、
相
互

に
教
育
・
文
化
・
産
業
・
経
済

の
交
流
を
図
り
、
両
巾
民
間
の

友
情
と
信
頼
に
基
づ
く
友
好
視

差
‥
が
約
束
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ビ
ー

チ
市
と
は
提
携
以
後
、
中
・
鳥

校
生
や
使
節
団
の
相
耳
派
遣
な

ど
を
行
い
、
交
流
を
深
め
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
に
ニ
ュ
ー

ポ
ー
ト
ビ
ー
チ
市
を
訪
れ
た
多

く
の
岡
崎
市
民
か
ら
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
も
手
波
さ
れ
、
旧
交
を
温

め
介
い
ま
し
た
。

　
ニ
ト
八
‐
に
は
神
奈
川
県
の

米
陸
軍
座
間
キ
ャ
ン
プ
か
ら
第
二
百
几

ト
六
陸
軍
軍
楽
隊
が
米
岡
、
記
念
コ
ン

サ
ー
ト
が
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

陽;蓼響劈W^｀　
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、
市
内
の
中
学
校

吹
奏
楽
部
選
抜
バ
ン
ド
も
出
演
し
、
合

同
演
奏
す
る
な
ど
、
使
節
団
と
会
場
に

集
ま
っ
た
人
た
ち
も
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
終
了
後
に
は
、
常
磐
中

学
校
の
生
随
手
作
り
の
土
鈴
が
使
節
団

　　　　　　ニューポートビーチ市

　米国･カリフォルニア州ロサンゼルスの南約8ir。、

サンディエゴの北140゛。の地点にvf. 置しています。

1906年9月１日に市制を施行し、mi-人目7万人（本市

の約４分の1)、面積92.89平方’。(本市の約３分の

1)です。

　気候は､年間を通じて温暖で､平均気温が夏期23 唆、

冬期w度､降雨卵:は年間300 j です。この地中海的なさ

わやかな気候のおかけで､各種会議･宿泊施設を備え

たリソート地として、活気に満ちて洗練されたしか

も非常に治安の良い街として脚光を浴びています。

に
贈
ら
れ
、
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
年
の
九
月
か
ら
十
月
に
か

け
て
、
岡
崎
市
か
ら
中
学
生
や
高
校
生

使
節
団
、
来
年
二
月
に
は
市
民
海
外
視

察
団
の
派
遣
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
訪
問
巾
行
わ
れ
た
両
市
長
の

対
談
で
は
、
今
後
の
交
流
方
法
な
ど
も

話
し
介
わ
れ
、
両
市
の
親
羨
‥
の
輪
は
着

実
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　●■> カゴ●ワシントン

　　/
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歌
声
を
合
わ
せ
て

応
援
し
ま
す

｀
Ｉ

　栗木カズエさん

　　　(六供町)

わかしやち国体空手道競技会

合唱団代表

金
持
ち
国
日
本

市
長

々
根
狐
火

　
最
近
の
新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
、
日
本

の
企
業
や
政
府
が
海
外
で
持
っ
て
い
る

対
外
純
資
産
の
昨
年
末
残
高
は
六
千
百

八
億
ド
ル
で
、
過
去
最
高
と
な
り
、
三

年
巡
視
「
金
持
ち
国
」
と
な
っ
た
そ
う

だ
。
ま
た
、
貿
易
黒
字
も
依
然
と
し
て

拡
大
傾
向
で
、
‐
本
の
国
は
「
お
金
持

ち
」
だ
と
見
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

翻
っ
て
個
人
を
考
え
た
と
き
は
ど
う
で

あ
ろ
う
か
。
昨
年
の
夏
、
ア
メ
リ
カ
の

　
十
月
三
十
日
の
空
手
道
競
技
の
開
始

式
で
は
、
総
勢
百
人
を
超
え
る
合
唱
団

が
岡
崎
吹
奏
楽
団
の
演
奏
に
合
わ
せ
て

合
唱
し
ま
す
。
こ
の
合
唱
団
は
、
岡
崎

女
性
コ
ー
ラ
ス
、
岡
崎
市
民
合
唱
団
、

コ
ー
ル
岡
崎
の
三
団
体
の
皆
さ
ん
で
結

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
合
唱
団

代
表
の
栗
木
カ
ズ
エ
さ
ん
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

　
栗
木
さ
ん
た
ち
は
、
咋
乍
の
リ
ハ
ー

サ
ル
大
会
に
も
出
演
し
て
い
ま
す
。
そ

の
時
の
こ
と
を
、
「
選
手
た
ち
を
見
て
、

私
た
ち
も
自
然
に
盛
り
上
が
り
、
合
唱

に
も
熱
が
入
り
ま
し
た
。
歌
い
終
え
た

後
で
も
、
行
進
に
合
わ
せ
て
思
わ
ず
手

拍
子
で
応
援
し
て
し
ま
っ
た
ほ
ど
で
す

よ
」
と
、
振
り
返
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

経
済
誌
が
恒
例
の
匪
界
長
者
番
付
を
発

衣
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
ト
ッ
プ
は
米

国
の
小
売
り
チ
ェ
ー
ン
Ｗ
社
の
創
始
者

で
あ
る
故
サ
ム
ー
ウ
ォ
ル
ト
ン
氏
の
家

族
で
、
資
産
は
二
百
五
十
億
ド
ル
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　
ち
な
み
に
、
十
億
ド
ル
以
上
の
長
者

は
三
百
三
十
一
人
で
、
そ
の
う
ち
百
八

人
が
ア
メ
リ
カ
人
で
三
二
・
六
貿
を
占

め
、
次
い
で
ド
イ
ツ
人
四
十
四
人
、
日

本
人
三
十
四
人
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

を
兄
る
限
り
、
や
は
り
「
お
金
持
ち
」

は
ア
メ
リ
カ
人
で
あ
る
と
い
う
事
実
に

気
付
く
。
日
本
が
金
持
ち
だ
と
う
ぬ
ぽ

れ
て
い
て
は
だ
め
だ
と
思
う
。

　
で
も
、
三
億
円
や
一
千
万
円
相
当
の

金
塊
を
拾
っ
た
と
い
う
報
道
を
聞
く
と
、

‐
本
に
も
あ
る
と
こ
ろ
に
は
あ
る
も
の

迫
力
の
あ
る
歌
声
で
、
体
育
館
巾
を
振

る
わ
せ
て
い
る
栗
木
さ
ん
た
ち
の
姿
が

目
に
浮
か
び
ま
す
。

　
　
「
三
団
体
の
合
唱
と
な
る
と
難
し
い

で
す
。
で
も
、
同
じ
趣
味
を
持
つ
人
が

大
勢
集
ま
り
、
一
つ
の
こ
と
に
向
か
っ

て
、
歌
声
を
合
わ
せ
る
と
い
う
こ
と
は

と
て
も
楽
し
み
で
す
。
そ
れ
に
、
い
い

記
念
に
も
な
り
ま
す
よ
。
岡
崎
の
国
休

は
す
ば
ら
し
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
、
私
た
ち
も
力
を
合
わ
せ
て
が
ん
ば

り
ま
す
」
と
、
張
り
切
っ
て
お
っ
し
や
い
ま

し
た
。

　
と
て
も
精
力
的
に
活
動
さ
れ
て
い
る

栗
木
さ
ん
。
開
始
式
で
は
、
選
手
た
ち

を
奮
い
立
た
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
よ

だ
と
感
心
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
三
原
円

は
ど
れ
く
ら
い
の
爪
さ
が
あ
る
だ
ろ
う

か
。
大
蔵
省
印
刷
局
に
よ
れ
ば
、
一
万

円
札
の
千
枚
束
が
Ｉ
・
二
九
ｊ
と
い
う

こ
と
だ
か
ら
、
三
原
円
の
札
束
は
三
十

八
・
七
ｊ
と
な
る
。
時
代
劇
で
お
な
じ

み
の
ね
ず
み
小
僧
は
小
判
三
千
両
を
盗

ん
だ
そ
う
だ
。
こ
の
三
千
両
、
今
の
貨

幣
価
値
に
直
す
の
は
難
し
い
が
、
米
で

換
算
し
て
み
る
と
一
両
が
十
万
円
ほ
ど

に
な
り
、
ほ
ぼ
三
原
円
に
当
た
る
。
小

判
一
両
の
重
さ
が
十
一
・
二
ｙ
。
だ
か
ら

三
千
両
で
は
三
十
三
・
六
ｊ
と
な
り
札

束
よ
り
五
ｊ
ほ
ど
軽
い
。
薄
い
お
札
だ

と
い
っ
て
、
あ
な
ど
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　
「
一
文
銭
も
小
判
の
端
」
と
、
こ
と
わ

ざ
に
あ
る
よ
う
に
、
お
金
は
こ
つ
こ
つ

と
貯
め
る
の
が
一
番
か
も
し
れ
な
い
。

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
運
動
で

町
を
き
れ
い
に

　
五
月
二
十
二
日
㈲
の
「
春
の
市
民
清

掃
の
日
」
に
合
わ
せ
て
、
わ
か
し
や
ち

国
体
を
盛
り
上
げ
る
運
動
の
一
つ
で
あ

る
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
運
動
が
、
滝
団
地
、

北
斗
台
団
地
、
城
南
学
区
な
ど
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

朝
早
く
か
ら

市
民
の
皆
さ

ん
に
よ
っ
て

公
喇
、
道
路

な
ど
が
清
掃

ｔ
　
さ
れ
、
町
は

．
．
き
れ
い
に
な

　
り
ま
し
た
．

９
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ご
み
問
題
は
社
会
問
題
の
一
つ
で

す
。
岡
崎
市
で
は
、
ご
み
処
理
に
一

軒
当
た
り
二
万
円
以
上
の
市
税
を
使

っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
‐

ご
と
に
増
え
る
ご
み
の
量
は
、
い
ず

れ
収
集
の
有
料
化
時
代
を
呼
ぶ
で
し

ょ
う
。
ご
み
を
出
す
私
た
ち
は
、
今

何
を
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
す
で
に
実
施
の
所
も
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
私
の
住
む
土
井
町
で
は
、

昨
年
か
ら
ご
み
収
集
場
の
「
清
掃
当

番
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
全
戸
が

参
加
す
る
「
婦
人
部
」
が
提
案
し
、

各
家
庭
の
協
力
を
得
て
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
方
法
は
、
週
二
回
の
ご
み
の

収
集
後
、
後
片
付
け
の
清
掃
を
し
、

当
番
ノ
ー
ト
を
回
し
て
い
き
ま
す
。

六
ツ
美
北
ブ
ロ
ッ
ク

　
初
め
は
、
収
集
場
を
き
れ
い
に
保

つ
こ
と
が
日
的
で
し
た
。
そ
れ
が
今

で
は
、
収
集
‐
以
外
は
ご
み
を
出
さ

な
い
と
い
う
マ
ナ
ー
の
向
１
　
も
現
実

化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
清
掃
当
番
の

活
動
を
通
し
、
ご
み
の
問
題
が
各
家

庭
で
自
分
の
問
題
と
し
て
考
え
ら
れ

た
か
ら
で
し
ょ
う
。

　
ご
み
を
出
す
と
き
の
マ
ナ
ー
を
守

り
、
分
別
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
も
関
心

を
向
け
て
い
く
こ
と
が
、
ご
み
の
址

を
減
ら
す
一
つ
の
手
段
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
実
行
す
る
に
は
。
而
倒

な
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
で
も
、

各
家
庭
の
小
さ
な
行
い
が
、
き
れ
い

な
ご
み
収
集
場
を

保
ち
、
ご
み
処
理

の
負
担
額
も
減
ら

し
て
い
く
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

で
き
る
こ
と
か
ら

協
力
し
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。

　
あ
る
調
査
機
関
の

新
入
社
員
意
識
調
査

に
よ
る
と
、
余
暇
は

　
「
会
社
以
外
の
友

人
・
知
人
と
の
付
き

合
い
を
し
た
い
」
が

四
割
と
最
も
多
く
、

次
い
で
「
趣
昧
に
あ

て
た
い
」
が
二
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
実
際
は
と
な
る
と
「
テ
レ

ビ
を
見
る
・
ご
ろ
寝
す
る
」
が
七
割

を
占
め
て
い
ま
す
。

　
週
休
二
日
制
が
導
入
さ
れ
て
き

て
、
余
暇
の
時
間
は
増
え
て
い
ま
す

が
、
ど
こ
で
ど
ん
な
こ
と
を
し
た
ら

よ
い
か
分
か
ら
な
い
人
が
多
い
の
で

す
。
情
報
も
少
な
く
、
結
局
お
金
を

払
っ
て
過
ご
す
消
費
的
余
暇
か
、
ご

ろ
寝
と
テ
レ
ビ
で
過
ご
す
余
暇
に
な

っ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
技
能
や
知
識
が
身
に
つ
く
よ
う
な

生
産
的
余
暇
を
過
ご
す
に
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
。
し
か
ら
、
あ
ま
り
お

金
を
か
け
ず
に
。
答
え
は
、
公
共
施

設
の
利
用
方
法
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
が

満
枝
の
、
こ
の
「
市
政
だ
よ
り
」
を

よ
く
読
ん
で
積
極
的
に
利
川
す
る
こ

し
゛
｝
で
し
よ
・
つ
。

一
一
－
ｌ
ｊ
ｌ

　
私
の
学
区
に
も

「
悔
園
学
区
市
民
ホ

ー
ム
」
が
あ
り
ま
す
。

運
営
委
員
会
の
か
た

の
話
に
よ
る
と
、
ホ

ー
ム
内
の
図
出
‥
室
や

集
会
所
は
朝
九
時
か

ら
夜
十
時
ま
で
利
川

で
き
、
休
館
日
は
原
則
と
し
て
な
い

そ
う
で
す
。
公
共
施
設
で
す
か
ら
個

人
的
利
川
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
数
人

の
グ
ル
ー
プ
ー

ラ
オ
ヶ
や
太
｛

剛の

靫利

一　･-用
は
可
能
で
、
力

の
同
好
会
な
ど
に

も
施
設
を
開
放
し
て
い
ま
す
。
後
片

付
け
を
し
っ
か
り
す
れ
ば
、
館
内
で

の
飲
食
も
許
可
さ
れ
て
い
ま
す
。
巾

し
込
み
は
、
事
前
に
利
ｍ
団
体
の
登

録
を
し
て
、
利
用
許
可
巾
請
書
を
運

営
委
員
会
に
提
出
す
る
だ
け
。

　
私
も
含
め
て
、
ご
ろ
寝
テ
レ
ビ
派

の
あ
な
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
同
好
の

人
を
集
め
て
、
公
共
施
設
で
生
産
的

余
暇
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

臨^｝^－fy-－一一・1
　jr1･・ｌｊ･-.F

　フ　ヘ‥･.
り……>や一．I.I’

Ill　’々:
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暑さも吹き飛ばす中学校総体

　｢魅せてこの瞬間君の実力｣をテーマに、第s回中学校総

合体育大会が22ロ、県岡崎総合運動場などで開幕しました。

開会式には、真夏のような暑さのなか、市内のm佼から約

12浦)0人の生徒が参加しました。生徒たちは陸t.やバスヶ

,,トボール、卓球など13の種目ごとに市内の各会場に分か

れ、競技に応援に熱い戦いを繰り広げました。また、各会

場には保護者の皆さんも大勢詰め掛け、盛んな声援を送っ

ていました。

めざせ　五万石コンクール

民謡「岡崎五万石」を全国に広めようと、岡崎五万石普及

会の講習会が23日、市民会館リハーサル棟で行われました。

この日の参加者約30 人は、９月25日市民会館で行われる「第

3阻正調岡崎五万石コンクール全国大会」に出場しようと

する人たちです。講師で同普及会の会主の沢田房子さんの

三味線に合わせて発声の方法や情感の込め方などの指導を

受けました。この講習会は、今月27日（印と７月の11日凹、

25日(IJ)も行われます。時間は午前!0時から正午まで。受講

料は無料です。民謡に興味あるかたは一度参加してみては

いかがですか。

5/ 16 － 5/3 1

気合の入った号令に合わせて

市消防団操法大会力狸2ロ、中央総合公園サブグラウンドで

開催されました。市内20消防団からポンプ車の部に11チー

-

屹

4.１一一一－，

　　一一ふ≒＝.－

ム、小型ポンプの部に

28チームが参加、日ご

ろの訓練の成果を発揮

しようと皆さん一生懸

命でした。その結米、

ポンプ車の部は矢作消

防団第3部、小型ポン

プの部は山中＼＼Wj団第

４部が優勝しました。

なお、山中消防団第４

部は、７月27日、瀬戸

市で行われる川消防団

操法大会に岡崎市代表

として出場します。

待ちに待った運動会

ふれあいのまちづくり運動会が26日、美合町の高年者セン

ター岡崎多目的広場で開催されました。この運動会は、高

年者センター岡崎にある養護老人ホームや年金者住宅「ゆ

とりの里」などのお年寄りと、地域との交流を深める「ふ

れあいのまちづくり事業」として行われたもので、地元老

人クラブや緑丘保育園の園児も参加しました。競技は、ボ

ール連びや紅白玉入れなど7柾目。会場には、笑顔とふれ

あいの輪が広がっていました。この事業は今後、s月に盆

踊り大会、来年２月には観劇会も予定されています。

　　　-*･　丿ぷぶ1･ト.　･.－･句かし万　　　／
ｔｺﾞｰﾙ

- ■じ希斗¬一二

　　　　　　＿．　?考

-゛呻よ

４

　　　サ ,i*<^'','



大
樹
寺
を
訪
れ
て

　
私
の
生
家
は
田
町
に
あ
り
、
す
ぐ
斜

め
前
に
岡
崎
城
、
家
康
公
産
湯
の
井
戸

な
ど
が
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
私
も
家
康

公
と
同
じ
水
脈
の
水
で
産
湯
を
浴
び
た

こ
と
に
な
る
。

　
生
後
半
年
で
岡
崎
を
離
れ
た
が
、
思

い
が
け
な
く
葵
市
民
に
選
ば
れ
、
三
年

前
、

・
Ｉ
　
。
ノ
↑
４
Ｓ
ｇ
ｊ
″
コ
　
￥
１
！
ｙ
／
一
Ｊ
。
ｊ
一
一
い
い
が
心
心
Ｊ
ｊ

機
会
に
忠
ま
れ
た
。
大
樹
寺
に
参
詣
し

た
折
の
こ

六
十
数
年
ぶ
り
に
生
地
を
訪
れ
る

と
、
本
堂
仏

項
両
側
に
金

色

龍
副

　
　
　
ｊ
ｊ
ｌ
ｌ
－
　
　
１
｀

　
　
　
　
え
ん
り
ぇ

く
「
厭
離
槻

ピ
　
　
ご
刀
ぐ
Ｕ
よ
'
ｒ
･

土
」
「
欣
求
浄

土
」
の
山
来

に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
な

説
明
が
流
れ

て
き
た
。
桶
狭
間
敗
戦
後
、
こ
の
菩
提

寺
で
自
決
を
決
意
し
た
若
き
家
康
に
、

住
職
登
誉
上
人
が
「
我
欲
の
た
め
の
戦

で
機
れ
て
い
る
こ
の
乱
世
を
。
平
和
な

浄
土
に
す
る
の
が
御
身
の
役
目
」
と
諭

さ
れ
、
そ
れ
以
降
こ
の
八
文
字
を
終
生

座
右
の
銘
と
し
、
そ
の
理
想
実
現
に
邁

進
し
た
。

　
私
は
こ
こ
で
初
め
て
、
家
康
公
が
あ

ら
ゆ
る
骸
難
に
耐
え
、
打
ち
克
っ
て
天

下
統
一
を
米
た
し
、
さ
ら
に
世
界
史
に

稀
有
な
三
百
年
に
及
ぶ
平
和
を
実
現
し

た
原
動
力
が
こ
の
八
文
字
に
示
さ
れ
て

い
る
使
命
感
に
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
、

言
い
知
れ
ぬ
深
い
感
動
を
党
え
た
。
正

に
家
康
公
は
、
万
人
の
共
感
を
呼
ぶ
ビ

ジ
ョ
ン
を
掲
げ
、
新

し
い
時
代
を
切
り
開

賀米龍ヨ11勁し

大正15年岡崎市生まれ。キャノン

の前身･キャノンカメラに入社後、

取締役、常務、社長を歴任。現在、

キャノン会長の傍ら、経済同友

会副代表幹事などを務める。

い
た
非
凡
な
人
で
あ

っ
た
。
か
か
る
偉
大

一 一

　
ど
Ｉ
’
。

ｌ
Ｃ

！
’
ｌ
ｆ

　
　
　
ｌ
Ｌ

１
り

な
人
物
と
生
誕
の
地
を
共
に
す
る
仕
合

わ
せ
を
感
ぜ
ず
に
は
お
ら
れ
な
い
。

　
翻
っ
て
現
在
、
世
界
に
は
我
欲
が
渦

巻
き
紛
争
に
満
ち
て
い
る
。
今
こ
そ
こ

の
八
文
字
の
理
念
を
一
人
ひ
と
り
が
持

ち
、
行
動
す
べ
き
と
き
と
痛
感
し
て
い

る
次
第
で
あ
る
。
（
三
州
岡
崎
葵
市
民
）

　
身
近
に
障
害
者
が
い
ま
す
。
周

り
の
人
に
助
け
て
も
ら
う
ば
か
り

で
な
く
、
自
分
で
も
何
か
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
楽
し
く
参
加
し

て
い
ま
す
。
出
米
る
こ
と
か
ら
始

め
て
い
き
ま
す
。

村松澄美さん(高橋町)石川寛郎さん(両町)

　
退
職
し
て
か
ら
、
何
か
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
お
手
伝
い
し
た
い
と
思

っ
て
参
加
し
ま
し
た
。
実
際
に
車

い
す
を
押
し
た
り
、
障
害
者
の
生

の
声
を
聞
い
た
り
し
て
と
て
も
参

考
に
な
り
ま
し
た
。

●

　
健
康
な
と
き
は
分
か
ら
な
い
こ

と
を
多
く
学
ん
で
い
ま
す
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
、
情
が
な
け
れ
ば
で

き
ま
せ
ん
。
人
を
思
い
や
り
、
人

の
た
め
に
役
立
つ
こ
と
を
し
て
い

き
た
い
で
す
。

芳原ひで子さん(上六名町)原川淳子さん(岡町)

　
初
め
て
障
害
者
の
貴
重
な
話
を

聞
い
て
、
胸
が
痛
み
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
し
て
、
障
害
者
と
力
を
合
わ

せ
、
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

体験しました。ボランティア

ボランティア活動を始めたいけれど何をしてよいか分からない。

そんな人たちのためにボランティア活動入門講座が行われています。

そこで、参加している人たちの声を聞きました。

市政だより●おかざき1994年(平成6年)B月15日ME
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／午

附

一皿　i●時
か
ら
太
陽
の
城
で
。
●
代
表

み
ど
り
豊
5
2
－
８
３
－
８
〉

も
た
ち
へ
の
愛
情
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
自
分
た
ち
が
作
っ
た
絵
本
を
、
子
ど

も
た
ち
に
読
ん
で
聞
か
せ
た
り
、
絵
本

の
作
り
方
を
教
え
て
い
ま
す
。
喜
ぶ
子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
見
る
の
が
何
よ
り

う
れ
し
い
で
す
ね
。
私
た
ち
の
絵
本
は
、

世
界
に
た
っ
た
一
冊
。
年
に
一
度
、
図

１
　
館
に
も
展
示
し
ま
す
。
今
年
は
八
月

二
十
・
二
十
一
日
に
、
太
陽
の
城
に
展

示
す
る
の
で
兄
に
来
て
く
だ
さ
い
。
絵

が
下
手
で
も
大
丈
夫
。
子
ど
も
の
絵
を

使
っ
て
も
で
き
る
か
ら
難
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。
皆
さ
ん
も
絵
本
作
り
を
楽
し
ん

で
み
ま
せ
ん
か
」
〈
毎
月
第
三
土
曜
日
の

-･・ｆ

＜毎週土・日曜日、八帖クリーンセンター付近

の矢作川河川敷で、午前＼0時ごろから飛行＞

●リサイクルステーション

日時：７月10日(日)午後１時～３時／

場所：簸田公園正面入りロ付近／内

容：資源ごみのリサイクル(アルミ

缶･牛乳パック・新聞紙･段ボール・

古着などを市価で買い上げ)、再生紙

ノート・再生紙トイレットロール・

手作りせっけん、生ごみを生かす｢ぼ

かし｣などの販売／問い合わせ先：

麻田和歌子32 3－4 2 3 4

●資源ごみのリサイクル

日時：毎月第２日曜日の午後１

時～３時／場所：寵田公園／そ

の他：偶数月にはフリーマーケ

ットを開催

●第15回岡崎市民合唱団

　定期演奏会

日時：７月17日（日）午後２時開演／場

所：岡崎市民会館／内容：モーツァ

ルト「ミサ・ブレブイス　ヘ長調」、

合唱組曲「ﾆI:の歌」、懐かしのポピュ

ラー曲集「四季の歌」ほか（賛助出

る
ん
で
す
。
皆
さ
ん
も
、
空
の
旅
を
楽

し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
」

　
〈
代
表
／
佐
野
宵
公
2
2
－
3
2
3
8
〉

手
作
り
絵
本
は

素
朴
だ
け
ど
温
か
い

　
手
作
り
絵
本
で
子

ど
も
た
ち
に
夢
を
与

え
る
金
の
り
ん
ご
の

皆
さ
ん
に
は
、
子
ど

り
ま
す
よ
。
中
に
は
、

北
海
道
や
海
外
ま
で

行
っ
て
飛
行
を
楽
し

む
人
も
い
る
ほ
ど
。

と
に
か
く
み
ん
な
、

飛
ぶ
こ
と
に
あ
こ
が

れ
、
夢
を
持
っ
て
い

市民発

飛
ぶ
こ
と
は

私
た
ち
の
夢
な
ん
で
す

　
今
年
で
二
十
五
周
年
を
迎
え
た
岡
崎

飛
行
ク
ラ
ブ
。
グ
ラ
イ
ダ
ー
飛
行
が
で

き
る
の
は
愛
知
県
で
こ
こ
だ
け
と
あ
っ

て
、
市
外
や
県
外
か
ら
も
、
た
く
さ
ん

の
鳥
人
間
た
ち
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。

　
「
離
陸
の
瞬
間
の
爽
快
さ
と
眼
下
に
広

が
る
眺
め
は
最
高
。
上
昇
気
流
を
う
ま

く
つ
か
ま
え
、
い
か
に
滞
空
時
間
を
長

く
す
る
か
と
い
う
お
も
し
ろ
み
も
あ
り

ま
す
。
一
皮
乗
っ
た
ら
病
み
付
き
に
な

演：メンネルコーワ東海｢男声合唱

曲･月下のー群｣)／対象：市内在住、

在勤のかた／定員:1.600人／入場

料:500円／申込方法：市内の各楽

器・レコード店または市内プレイガ

イドへ／問い合わせ先：鈴木聴一酋

5 1－2298

●第24回岡崎市学童水泳記録会

日時：７月10日(日)午前９時～／場

所：南公園市民プール／種目：自由

形･平泳ぎ･背泳ぎ･バタフライ(1

人２種目以内)●･小学校１～４年生

…25 m ●･小学校５・６年生…50m／

対象：市内小学校に在学の小学生で

保護者の同意を得た者／定員:300

人程度／参加料:300円／申込方

法：各小学校、スイミングクラブ(ス

クール)にある参加申込票に記入／

申込期限：６月27日(月)／問い合わせ

先：太田弘萱5 3－6 2 6 0

●ゆかた・帯結びの着付け教室

日時：７月17日（日）午前の部●･午前

10時～正午、午後の部●・午後２時

～４時／場所：竜美丘会館４階／内

容：ゆかたの着付け、半幅帯を使っ

た帯結び／対象：女性／定員：午

前･午後の部とも各100人（定員にな

り次第締め切り）／参加料：無料／

申込方法：装賀きもの学院岡崎葵会

　（伝馬通４丁目）へ直接または電話

でS21－9522／持ち物：ゆか

た、半幅帯、肌着、すそよけ、前板、

だてじめ、腰ひも数本、タオル１本

／問い合わせ先：杉浦初子a2 1 －

9 5 2 2

●第３回正調岡崎五万石ゴング

　ール全国大会出場者募集

開催日：９月25日(日)[予選会９月24

日(土)]／場所：市民会館／出場資

格:15歳以上のかた(アマ・プロ不

問)／服装：自由／参加料:3,000円

／申込方法：岡崎市役所観光課にあ

る申込書に記入して、〒444　岡崎市

十王町２丁目９番地　岡崎市観光協

会まで／申込期限：７月31日(日)／問

い合わせ先：青山幸男a2 １－６ ７

5 4

Ｊ

ｊ



親
子
ふ
れ
あ
い

フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ

　
期
日
　
Ｚ
月
2
3
日
出
～
2
4
日
向

　
場
所
　
少
年
自
然
の
家
（
須
淵
町

屋
名
平
四
四
番
地
一
）

※
　
2
3
日
の
午
前
い
‥
１
１
時
3
0
分
ま
で
に

現
地
へ
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

　
内
容
　
野
外
活
動
（
キ
ャ
ン
プ
フ

ァ
イ
ア
ー
、
飯
ご
う
炊
さ
ん
、
落
葉

ス
キ
ー
、
川
遊
び
な
ど
）

　
指
導
者
　
岡
崎
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

　
募
集
家
族
　
8
0
家
族
（
定
数
を
超

え
た
場
合
は
抽
選
）

　
参
加
料
　
小
学
生
―
人
・
：
二
千
円
、

中
学
生
以
上
―
人
・
：
二
千
五
百
円

　
（
小
学
生
未
満
は
無
料
）

　
申
込
方
法
　
は
が
き
に
、
参
加
希

望
者
全
員
の
①
住
所
　
②
氏
名
　
③

年
齢
（
小
学
生
は
学
校
名
及
び
学
年
）

④
性
別
　
⑤
電
話
番
号
を
記
入
し

て
、
〒
禰
　
市
内
十
王
町
二
丁
目
九

番
地
　
岡
崎
市
役
所
教
育
委
員
会
体

育
課
「
親
子
ふ
れ
あ
い
フ
ァ
ミ
リ
ー

キ
ャ
ン
プ
」
係
へ
。

　
申
込
期
限
　
６
月
3
0
日
困
（
必
着
）

　
そ
の
他
　
①
後
日
、
説
明
会
を
開

催
　
②
参
加
者
は
傷
害
保
険
に
加
入

③
内
容
（
野
外
活
動
）
は
一
部
変
更

の
場
合
あ
り

｜

走
る
県
政
教
室

　
日
時
　
７
月
2
6
日
向
　
午
前
９
時

4
0
分
岡
埼
市
役
所
発
、
午
後
４
時
2
0

分
同
所
着

　
見
学
施
設
　
豊
橋
市
自
然
史
博
物

館
（
総
合
動
植
物
園
内
）
、
豊
橋
市
資

源
化
セ
ン
タ
ー

　
内
容
　
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化

に
つ
い
て
考
え
る

　
対
象
　
県
内
在
住
の
か
た
で
、
小
・

中
学
生
と
そ
の
保
護
者
（
必
ず
同
伴

の
こ
と
。
乳
幼
児
は
除
く
）

　
募
集
人
員
　
5
0
人
（
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
）

　
参
加
料
　
無
料
（
昼
食
と
お
茶
は

各
自
用
意
）

　
申
込
方
法
　
は
が
き
に
、
見
学
施

設
名
及
び
岡
崎
市
役
所
乗
車
と
明
記

の
う
え
、
①
住
所
　
②
氏
名
　
③
年

齢
　
④
電
話
番
号
を
記
入
し
て
、
〒

4
4
4
　
市
内
竜
美
南
二
丁
目
一
番
地
八

愛
知
県
西
三
河
事
務
所
総
務
課
「
県

民
担
当
」
へ
。
な
お
、
電
話
で
の
申

し
込
み
も
受
け
付
け
ま
す
。

　
申
込
期
限
　
７
月
1
2
日
向

ハ
ン
グ
ル
講
座

▼
入
門
コ
ー
ス
・
：
あ
い
さ
つ
、
自
己

紹
介
の
仕
方
な
ど

　
日
時
　
７
月
４
日
～
1
0
月
2
4
日
（
毎

回
側
）
　
午
後
６
時
2
0
分
～
７
時
3
0
分

▼
初
級
コ
ー
ス
…
日
常
生
活
で
よ
く

用
い
ら
れ
る
表
現
な
ど

　
日
時
『
／
月
４
日
～
1
0
月
2
4
日
（
毎

回
㈲
）
　
午
後
ア
時
4
0
分
～
８
時
5
0
分

▼
中
級
コ
ー
ス
…
観
光
、
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
で
の
会
話
な
ど

　
日
時
　
７
月
６
日
～
1
0
月
1
9
日
（
毎

回
伽
）
　
午
後
６
時
2
0
分
～
７
時
3
0
分

▼
応
用
コ
ー
ス
・
：
手
紙
の
書
き
方
、

新
聞
や
民
話
を
読
む
な
ど

　
日
時
　
７
月
６
日
～
1
0
月
1
9
日
（
毎

回
伽
）
　
午
後
７
時
4
0
分
～
８
時
5
0
分

申
込
方
法
な
ど
（
共
通
）

　
場
所
　
岡
崎
商
工
会
議
所

　
講
師
　
李
　
英
順
氏

　
募
集
人
員
　
各
コ
ー
ス
と
も
1
4
人

　
受
講
料
　
一
万
九
千
円

　
申
込
方
法
　
岡
崎
商
工
会
議
所
へ

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
申
込
期
限
　
６
月
2
8
日
㈹
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Ｉ
●
・
・
・
・
す
一
参
・
・
・
・
・
・
・
・
―
一
●
Ｉ
・
一
番
－
・
・
Ｉ
一
一

働
く
婦
人
会
館
の

一
日
教
室

　
日
時

～
正
午

･il.

万にこ

場
所
　
働
く
婦
人
会
館

対
象
　
市
内
在
住
、
在
勤
の
女
性

（
学
生
は
除
く
）

　
内
容
　
手
打
ち
そ
ば
作
り

　
講
師
　
小
栗
俊
雄
氏

　
募
集
人
員
　
3
6
人

　
受
講
料
　
千
円

　
　
　
　
　
1
1
1
1
－
－
１
Ｌ
－
　
　
　
！
ｉ
ｌ

［
ゆ
か
た
の
着
吋
け

　
　
　
　
　
ｉ

　
日
時
　
７
月
2
3
日
出
　
午
前
1
0
時

～
正
午

　
場
所
　
働
く
婦
人
会
館

　
対
象
　
市
内
在
住
、
在
勤
の
女
性

　
（
学
生
は
除
く
）

　
講
師
　
原
田
桂
子
氏

　
用
意
す
る
も
の
　
ゆ
か
た
、
腰
ひ

も
３
本
、
伊
達
じ
め
１
本
、
半
幅
帯
、

前
板
、
肌
着

　
募
集
人
員
　
3
0
人

　
受
講
料
　
無
料

　
申
込
方
法
・
期
限
（
共
通
）

　
往
復
は
が
き
に
①
講
座
名
　
②
住

所
　
③
氏
名
　
④
年
齢
　
⑤
電
話
番

号
　
⑥
職
業
（
返
信
用
は
が
き
に
も

住
所
、
氏
名
、
郵
便
番
号
）
を
記
入

し
て
、
７
月
1
2
日
出
（
必
着
）
ま
で

に
、
〒
禰
　
市
内
伊
賀
新
町
十
番
地

三
　
岡
崎
市
働
く
婦
人
会
館
へ
。
な

　　　　･717rT71　　無料

　自治課市民相談係a23－6492

毎日の相談

行政相談
市政への苦情･要望･意兄･

川,飛など

生活相談
卜常生活から生じる困りご

と川悦

交通事故相談
||ぱ川晒、医陰金品求手続

き、示献の延め方など

高齢者職業相談
■15歳以上(So歳以下の求人求

職のh]該と紹介a23 6490

｜　　※各梢談ともボル|ヽガル語で対応可

　　7月の特別相談(午後】時～4時)

心配ごと相談５日(弧＼i日㈹人権擁護委員

困りごと相談12日戴26日吹）行政相談委員

法律相談

(予約制)

４日C月い|日i刑

I5日(^)､8日1月）

25日原

弁　護　士

税金相談 I4日床 税　理　士

お
、
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。

ゆ
か
た
の
着
付
け
講
座

　
日
時
　
７
月
７
日
俐
　
午
前
…
午

前
1
0
時
～
正
午
、
午
後
…
１
時
3
0
分

～
３
時
3
0
分
、
夜
間
…
７
時
～
９
時

　
場
所
　
岡
崎
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー

　
講
師
　
小
森
貴
美
代
氏

　
用
意
す
る
も
の
　
ゆ
か
た
、
腰
ひ

も
３
本
、
伊
達
じ
め
、
半
幅
帯
、
帯

板
、
肌
着
、
裾
除
け

　
募
集
人
員
　
午
前
、
午
後
、
夜
間

と
も
2
0
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は

抽
選
）

　
受
講
料
　
無
料

　
申
込
方
法
　
直
接
ま
た
は
電
話
で
、

岡
崎
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
羽

根
町
小
豆
坂
一
一
七
番
地
三
）
　
へ
。

　
申
込
期
限
　
６
月
3
0
日
困

ひ配ごと相談５日(弧＼i日㈹人権擁護委員

困りごと相談12日戴26日吹）行政相談委員

法律相談

(予約制)

４日C月い|日i刑

I5日(^)､8日1月）

25日原

弁　護　士

税金相談 I4日床 税　理　士

登記相談 14日床
司法書士

土地家屋調査士

建築相談 20日伽 建　築　士

'則量設計相談　　　　　　　｜28日休）　測　量　士

『1117T7■　　無料

I¶■

７
月
の
美
術
館
の
催
し

日
本
画
新
作
展

　
（
日
本
画
）
６
／
2
8
午
後
～
７
／
３

第
2
6
回
グ
ル
ー
プ
彩
展

　
（
日
本
画
）
６
／
2
8
午
後
～
７
／
３

第
2
7
回
中
部
日
本
書
道
会
西
三
河

支
部
学
童
展

　
（
書
道
）
　
　
　
７
／
８
～
７
／
1
0

フ
ォ
ー
ド
ア
ク
テ
ィ
ブ
展

　
（
写
真
）
　
　
　
７
／
1
3
～
７
／
1
7

第
1
0
回
楽
古
書
展

　
（
書
・
刻
字
・
篆
刻
）

　
　
　
　
　
　
７
／
1
3
～
７
／
1
7

真
多
呂
き
め
こ
み
人
形
真
貴
久

会
作
品
展

　
（
き
め
こ
み
人
形
）

　
　
　
　
　
　
７
／
1
4
～
７
／
1
7

第
目
回
ス
ミ
レ
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン

岡崎市商工労政課

商工相談
商・瓶典係　S23-62i2
工Mi興係　f?23-6503

心謡で随叫=J-･約を受け、その内容により
税理士岑が{＼m＼＼談を卜います。

金融相談 金m　　a23-6214

令融屑で皿||卜トています。

■１，

ア
ー
ト
教
室
作
品
展
（
加
藤
迪
子
）

　
（
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
）

　
　
　
　
　
　
７
／
1
5
～
７
／
1
7

第
１
０
回
和
紙
ち
ぎ
り
絵
岡
崎
サ
ー

ク
ル
展

　
（
ち
ぎ
り
絵
）
７
／
2
0
～
７
／
2
4

永
遠
の
敦
煌
仏
教
美
術
の
粋
・
莫

高
窟
の
壁
画
模
写
絵
展

　
（
模
写
絵
）
　
　
７
／
2
0
～
７
／
3
1

　
開
館
時
間
　
午
前
1
0
時
～
午
後

６
時
（
入
館
は
５
時
3
0
分
ま
で
。

各
催
し
と
も
最
終
日
は
、
搬
出
の

た
め
終
了
時
刻
が
早
く
な
り
ま
す
）

　
月
曜
日
休
館

　
入
場
無
料
（
た
だ
し
、
永
遠
の

敦
煌
仏
教
美
術
の
粋
・
莫
高
窟
の

壁
画
模
写
絵
展
は
高
校
生
以
上
有

料
）

岡崎商
　■電,,，

｡会議所き53－6161〈７月〉

でlj司にll?i-|IS)などをr･約

税務相談 毎週火曜日 金融相談 随時｜

法律相談 ４日|月い8日面 ４商工中金） 8回廊・

発明相談 １日㈲､5日吻 吋中小公庫） ZZ口金

劈S『20日南 温議 14日･末

mm) 18日!月）
コンピュータ

　　相談 拓Ｊ

7月・自作ビデオ放映予定
□継魁三三曰

　　　午lpillfl#から約１時間

期間 市民課ロビー 市民ロビー

7／4～

　7/B
生きかいを水めて

内山さんの
　　　ぶビう作り

７川～
　7/15

岡崎のハウス団地 上きがいを求めて

7/%2 友康 岡崎のハウス団地

7/25～

　7/29

一色の
　うなぎ毒しよく

家康
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子
育
て
講
演
会

豊子
26育

｜て
○支
埓

　タ
　ｌ

　
日
時
　
６
月
3
0
日
俐
　
午
後
１
時

～
２
時
3
0
分

　
場
所
　
八
帖
保
育
園

　
演
題
　
子
ど
も
の
健
康
に
つ
い
て

　
講
師
　
市
立
岡
崎
病
院
副
院
長

矢
渾
　
武
氏

　
受
講
料
　
無
料

　
申
込
方
法
　
電
話
で
、
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
八
帖
保
育
園

　
（
豊
2
3
－
2
9
1
1
）
　
へ
。

子
ど
も
造
形
教
室

　
募
集
人
員
・
日
時
　
①
小
学
校
２
・

３
年
生
（
2
5
人
）
・
：
７
・
８
月
の
日

曜
日
（
計
６
回
）
午
前
９
時
3
0
分
～
Ｈ

時
3
0
分
　
②
小
学
校
１
年
生
（
2
5
人
）

…
７
・
８
月
の
日
曜
日
（
計
６
回
）

午
後
１
時
3
0
分
～
３
時
3
0
分

　
内
容
　
描
画
、
粘
土
、
紙
細
工
な
ど

　
教
材
費
　
６
回
分
で
千
円

　
申
込
方
法
　
６
月
2
6
日
間
の
午
前

９
時
か
ら
、
太
陽
の
城
２
階
事
務
室

で
受
け
付
け
（
先
着
順
）
。

※
　
ア
月
1
7
日
間
は
、
「
親
子
で
楽
し

む
粘
土
細
工
の
鉛
筆
立
て
づ
く
り
」

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

安
城
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の

園
芸
講
座

　
日
時
　
７
月
1
9
日
㈹
　
午
後
１
時

～
４
時
3
0
分

　
場
所
　
安
城
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー

研
修
室
（
安
城
市
池
浦
町
境
目
一
番

地
）

　
内
容
　
自
家
用
野
菜
の
作
り
方

　
講
師
　
杉
浦
　
悟
氏

　
募
集
人
員
　
8
0
人

　
受
講
料
　
無
料

　
申
込
方
法
　
電
話
で
、
安
城
農
業

技
術
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
申
込
期
限
　
ア
月
1
4
日
Ⅲ

高
等
学
校
開
放
講
座

　
日
時
　
９
月
２
日
～
1
0
月
ア
日
の

側
・
伽
・
吻
（
祝
日
な
ど
を
除
き
計

1
4
回
）
　
午
後
６
時
～
９
時

　
場
所
　
岡
崎
工
業
高
等
学
校
情
報

技
術
科

　
対
象
　
1
8
歳
以
上
の
か
た
（
高
校

生
は
除
く
）

｜

　
内
容
　
ワ
ー
プ
ロ
と
表
計
算
ソ
フ

ト
の
利
用

　
募
集
人
員
　
3
0
人
（
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
）

　
受
講
料
　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
な
ど

の
教
材
費
は
必
要
）

　
申
込
方
法
　
社
会
教
育
課
（
本
館

７
階
、
７
月
４
日
囲
以
降
は
福
祉
会

館
４
階
）
、
県
の
出
先
機
関
、
ま
た
は

岡
崎
工
業
高
等
学
校
に
用
意
し
て
あ

る
所
定
の
は
が
き
で
、
同
校
へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
申
込
期
間
　
７
月
１
日
出
～
1
5
日

出
（
必
着
）

中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
の

市
民
講
座

豊中
55央

｜市
８民
○セ６ン
６タ
　ｌ

家
族
生
活
　
　
　
　

t
"
■k *

　
－
国
際
家
族
年
に
因
ん
で
Ｉ

ロ
‥
【
時
　
７
／
＾
ｏ
ｏ
.
　
ｇ
…
只
ｙ
／
’
ｂ
・

1
9
、
９
√
２
（
毎
回
翻
）
午
前
10
時

～
正
午

　
講
師
　
愛
知
学
泉
大
学
教
授
　
堤

谷
金
平
氏

　
募
集
人
員
　
4
0
人

　
受
講
料
　
無
料
（
教
材
費
と
し
て

三
百
円
必
要
）

　
受
付
日
時
　
６
月
2
4
日
廊
　
午
前

1
0
時

３
Ｂ
体
操

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；
‘
１

　
日
時
　
ア
ノ
ロ
ー
・
2
6
、
８
／
９
・

３
、

り
乙

９
／
1
3

27

Ｈ
／
８
・
2
2
、
1
2
／
６
・
2
0
、
―
／

1
0
・
2
4
、
２
／
1
4
・
2
8
、
３
／
1
4
（
毎

回
㈹
）
午
後
１
時
3
0
分
～
３
時
3
0
分

　
講
師
　
３
Ｂ
体
操
講
師
　
竹
野
文

子
氏

　
募
集
人
員
　
4
0
人

　
受
講
料
　
無
料
（
教
材
費
と
し
て

三
千
円
必
要
）

　
受
付
日
時
　
７
月
５
日
㈹
　
午
後

２
時豊

か
な
心

　
日
時
　
７
／
７
・
2
1
、
８
／
４
・

O
Ｏ
'

Ｉ

９
／
―
・
刀
　
　
、
1
0
／
６
・
2
0
、

Ｈ
／
1
0
・

3
0
分
～
３

　
講
師
　
一

氏

鶴時17
（
毎
回
困
）
午
後
１
時

代30
寺分
住
職

佐
野
寛
海

　
募
集
人
員
　
4
0
人

　
受
講
料
　
無
料
（
教
材
費
と
し
て

五
百
円
必
要
）

　
受
付
日
時
　
６
月
3
0
日
俐
　
午
後

２
時

－
‐
―
―
―
‘
―
－

申
込
方
法
（
共
通
）

　
各
講
座
の
受
付
日
時
に
、
中
央
市

民
セ
ン
タ
ー
（
上
六
名
三
丁
目
三
番

地
七
）
　
へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。
な
お
、

電
話
で
の
申
し
込
み
は
受
け
付
け
ま

せ
ん
。

岡
崎
観
光
夏
ま
つ
り

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
者
募
集

　
日
時
　
岡
崎
観
光
夏
ま
つ
り
期
間

中
の
８
月
４
日
俐
・
５
日
廊
の
い
ず

れ
か
、
ま
た
は
両
日
　
午
後
５
時

～
９
時

　
場
所
　
馥
田
公
園
内
ま
つ
り
広
場

　
出
店
資
格
　
市
内
在
住
、
在
勤
の

個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ

　
販
売
内
容
　
ア
ク
セ
サ
リ
ー
・
玩

具
・
家
庭
用
品
・
本
・
レ
コ
ー
ド
・

電
化
製
品
・
衣
類
・
手
作
り
品
・
贈

答
品
の
不
用
品
な
ど

※
　
ふ
さ
わ
し
く
な
い
も
の
は
、
お

断
わ
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
出
店
費
用
　
１
日
―
小
間
で
五
百

円
（
小
間
は
テ
ン
ト
張
り
で
、
机
―

個
、
い
す
２
個
、
1
0
0
ワ
ッ
ト
ー
灯
分

電
気
料
を
含
む
）

　
出
店
面
積
　
１
小
間
６
　
５
平
方
び

　
（
間
口
１
　
８
討
、
奥
行
き
３
　
６
討
）

　
募
集
数
　
4
5
小
間
（
た
だ
し
、
１

日
２
小
間
ま
で
と
し
、
両
日
の
場
合

は
Ｉ
小
間
。
定
数
を
超
え
た
場
合
は

抽
選
）

　
申
込
方
法
　
観
光
課
（
本
館
３
階
、

７
月
４
日
側
以
降
は
福
祉
会
館
５

階
）
で
、
所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
、
同
課
へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　
申
込
期
限
　
７
月
８
日
吻

　
そ
の
他
　
商
品
の
管
理
は
す
べ
て

出
店
者
で
。
ま
た
、
夜
間
警
備
は
行

い
ま
せ
ん
。

平
成
フ
年
度
採
用

岡
崎
市
私
立
保
育
園
職
員

（
保
母
）
の
募
集

　
受
付
期
間
　
６
月
2
2
日
伽
～
７
月

１
日
吻

　
試
験
日
時
　
７
月
3
1
日
向
　
午
後

１
時
3
0
分
～
４
時

　
試
験
場
所
　
岡
崎
市
職
員
健
保
会

館
３
階
（
市
役
所
西
隣
）

　
受
験
資
格
　
昭
和
4
3
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
か
た
で
、
保
母
資

格
を
有
す
る
か
た
、
ま
た
は
平
成
７

年
３
月
ま
で
に
保
母
資
格
取
得
見
込

み
の
か
た

　
採
用
人
員
　
1
0
人
程
度

　
受
験
手
続
き
　
岡
崎
市
私
立
保
育

園
職
員
採
用
試
験
委
員
会
事
務
局

　
（
市
役
所
児
童
課
内
、
本
館
―
階
）

で
申
込
用
紙
を
受
け
取
り
、
同
事
務

局
へ
。

平
成
７
年
度
採
用

　
【
Ａ
】
試
験

■
受
付
期
間

Ｉ
試
験
会
場

　
　
　
●

岡
崎
市
職
員
の
募
集

（
大
卒
・
短
大
卒
な
ど
対
象
）

６
月
2
2
日
團
～
７
月
１
日
廊

甲
山
中
学
校

■
試
験
日
時
　
７
月
3
1
日
間
　
午
前
９
時

　理臨視診薬-･
‰^m・

市　工　放

立療　訓射剤
病　学回ら弓

琶士士士師師

栄

養

士

保

健

婦

専 保

育

職

員

-ヽ
保
母－

消

防

職

員

技

術

職

員

　事 －
j:

弩員

　｜

職¶

種‘

高短大

専大学

高短大

専大学

短

大

大

学
学馨

Mill
人人人人人
程程程程程度度度度度

４ル １
人
程度

狸
人
程度 ル

　電建化土
　気築学木
程1114度人人人人

１
人
程
度

７
人
程度

ｌ

得の有昭見学す和

込校る44
みを人年
の平ま４
人成た月

　Ｂは２
　年国日
　度家以
　中試降
　に験に
　卒の生
　業受ま
　見験れ
　込資た
　み格人
　でをで
　資得｀
　格る資
　をた格　取めを

任昭教和

員P9
の年

資４
格月
を２
有日す以

る降
人に
　生
　ま
　れ
　た
　人
　で

　看
　護
　専

AS P
だ日
Ｕ

ｈ

限眼度短昭

るの中大和｀-゛裸にも羽

　眼卒し年
　視業く４
　力見は月
　口込高２
　程み専日
　度のを以
　以人卒降
　上..業に
　で身し生
　　｀長たま
　色川人れ
　覚cmまた
　正程た人
　常度はで
　の以平｀
　男上成大
　子｀6学
　に両年・

にる短昭
卒い大和
業はも44
見電し年
込気く４
み科は月
のを高２
人卒専日

　業の以
　し土降
　た木に
　人科生
　ま｀ま
　た化れ
　は学だ
　平科人
　成｀で
　６建｀
　年築大
　度科学　中あ・

仁司

昆離

筒八

人卒E　門

　建
　昌

　はれ　言

　ド

　度短　且

旧

鋸

対

成降鍔
託
Ｕ

バ

受

験

資

格

Ｉ［Ｂ］試験　Ｂ試験（中卒・高卒・身体障害者対

象）の受付期間、試験日時、職種、採用人員などに

ついては、６月１日号の市政だより19ページをご覧

ください。なお、Ｂ試験の申込用紙及び受験案内は、

７月15日吻以降にお渡しします。

■受験手続き　受験に必要な申込用紙及び受験案内

は、市役所玄関案内または各支所で、Ａ試験につい

ては６月１日伽からお渡ししています。受付期間中

に職員課（本館８階）へ申し込みを。詳しくは受験

案内をご覧ください。

17



市
営
住
宅
空
き
家
待
ち

　
募
集
す
る
住
宅
　
第
１
種
：
土
井

荘
（
土
井
町
）
、
桑
谷
荘
（
桑
谷
町
）
、
平

地
荘
（
美
合
町
）
、
大
樹
寺
荘
（
大
樹
寺

二
丁
目
）
、
若
松
荘
（
若
松
東
三
丁
目
）
、

仁
木
荘
（
仁
木
町
）
、
福
岡
荘
（
福
岡
町
）
、

荒
井
山
荘
（
鴨
田
町
）
、
舞
木
荘
（
舞
木

町
）
、
山
中
荘
（
舞
木
町
）
　
第
２
種
…

中
之
郷
荘
（
中
之
郷
町
）
、
桑
谷
荘
（
桑

谷
町
）
、
平
地
荘
（
美
合
町
）
、
和
志
山

荘
（
西
本
郷
町
）
、
山
中
荘
（
舞
木
町
）

　
申
し
込
み
受
け
付
け
　
７
月
４
日

側
か
ら
1
3
日
伽
ま
で
。
あ
つ
せ
ん
順

位
の
抽
選
は
、
７
月
2
1
日
困
の
午
前

９
時
に
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
係
へ

お
問
い
合
わ
せ
を
。

事
業
主
の
か
た
へ

援
助
制
度
相
談

　
県
で
は
、
厳
し
い
雇
用
情
勢
に
対

処
す
る
た
め
、
対
策
推
進
本
部
を
設

置
し
、
雇
用
安
定
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
雇
用
調
整
助
成
金
、
経
営

安
定
・
関
連
倒
産
防
止
資
金
な
ど
の

ご
相
談
も
、
▼
西
三
河
事
務
所
商
工

課
（
竜
美
南
二
丁
目
a
5
8
－
1
2
1

1
）
▼
西
三
河
労
政
事
務
所
（
上
地
三

丁
目
a
5
2
－
4
3
2
1
）
▼
岡
崎
高

等
技
術
専
門
校
（
美
合
町
豊
5
1
－
0

7
7
5
）
で
、
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
の

現
況
（
所
得
状
況
）
届
は

フ
月
2
9
日
ま
で
に

　
７
月
は
国
民
年
金
の
う
ち
、
障
害

基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
（
旧
法

の
障
害
福
祉
年
金
と
母
子
福
祉
年
金

か
ら
の
移
行
者
を
含
む
）
を
受
け
て

い
る
か
た
の
「
現
況
届
」
を
提
出
し

て
い
た
だ
く
時
期
で
す
。

　
該
当
す
る
か
た
に
は
、
７
月
初
め

に
岡
崎
社
会
保
険
事
務
所
か
ら
現
況

届
（
は
が
き
）
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

市
役
所
市
民
課
（
本
館
―
階
）
ま
た

は
最
寄
り
の
支
所
で
住
民
票
の
記
載

事
項
証
明
を
受
け
て
、
国
保
年
金
課

　
（
本
館
２
階
）
ま
た
は
最
寄
り
の
支

所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
届
け
出
に
必
要
な
も
の
　
①
現
況

届
（
は
が
き
）
　
②
認
め
印

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は

退
職
し
た
ら
国
保
へ
加
入

会
社
を
退
職
さ
れ
て
か
ら
国
保
に

加
入
さ
れ
ず
、
無
保
険
の
ま
ま
の
か

た
は
い
ま
せ
ん
か
。

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
退
職
し
た
ら
、

会
社
の
保
険
を
継
続
さ
れ
る
か
た
を

除
き
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
次
の
表
に
該
当
す
る
か
た

は
、
退
職
者
医
療
制
度
の
適
用
と
な

り
ま
す
。

　
な
お
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
を

受
け
て
い
る
た
め
、
次
の
表
の
年
金

が
支
給
停
止
と
な
っ
て
い
る
か
た
も

対
象
と
な
り
ま
す
。

被扶養者 退職被保険者

U
IW

10かの退額や老厚
年｀加職退共齢生
以^口入共職済年年
上歳期済年年金金
あ以間年金金｀－
る後が金、■＼老老かの20一通退齢齢

だ加年を算職厚年　入以受１年生金

　期上け郎金年｀　間あ｀年｀金通
　がるそ爽減ヽ一算

　
退
職
者
医
療
制
度
の
適
用
を
受
け

る
世
帯
に
は
、
退
職
者
の
保
険
証
が

交
付
さ
れ
、
医
療
費
の
う
ち
窓
口
で

支
払
う
自
己
負
担
の
割
合
が
、
退
職

被
保
険
者
は
２
割
、
披
扶
養
者
は
入

院
２
割
・
通
院
３
割
と
な
り
ま
す
。

　
退
職
者
医
療
制
度
の
適
用
を
受
け

る
か
た
が
7
0
歳
に
な
っ
た
と
き
は
、

老
人
保
健
の
医
療
に
切
り
替
わ
り
ま

す
。
な
お
、
退
職
被
保
険
者
が
老
人

保
健
制
度
に
加
入
す
る
と
、
そ
の
披

扶
養
者
は
一
般
の
被
保
険
者
に
な
り

ま
す
。

一
日
女
性
相
談
開
設

　
日
常
生
活
の
中
で
、
女
性
が
抱
え

て
い
る
様
々
な
悩
み
ご
と
、
困
り
ご

と
を
解
決
し
、
明
る
く
健
康
的
な
生

活
を
営
む
た
め
の
手
助
け
と
な
る
べ

く
、
各
分
野
の
専
門
委
員
が
知
識
を

生
か
し
、
親
身
に
な
っ
て
お
こ
た
え

し
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
、
秘
密
厳
守
で
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
相
談
は
当
日
の
受
付
順
で
行

い
ま
す
。

　
日
時
　
６
月
3
0
日
田
　
午
前
1
0
時

'ｦ

　
’
Ｌ
Ｌ
心
Ｔ
し

　
　
ｉ
サ
翁

　
　
　
ｊ
　
　
　
　
・
｝
‘

～
午
後
３
時

　
場
所
　
働
く
婦
人
会
館

対
象

市
内
在
住
、
在
勤
の
女
性

相　談　内　容 担　　当

法　律 法律問題　　　　　　　　　　　　・弁　　護　　士

人　権 人権問題、心配ごと、悩みごと　　　　人権擁護委員

家事調停 夫婦、親子関係や相続のもめごと　　　ｉ家庭裁判所調査官

職　業 求人など職業に関すること 公共職業安定所
職　　　　員

消　費 訪問販売など消費生活についてのこと　　消費生活センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　j目　ａ　員

年　金 国民年金や厚生年金のこと 年金相談員

税　務 所得税、相続税、贈与税などの国税のこと税　　務　　署
統括国税調査官

結　婚 結婚に関すること 社会福
相

止協議会
炎　　員

児　竃 登校拒否、いじめ、子育ての問題 家庭児童相談員

母　子 母子家庭の生活などに関すること 母子相談員

健　康 成人病予防など健康に関すること 市職員・保健婦

育　児 乳幼児のしつけ、栄養相談など育児に関す
ること

市職員・保健婦
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市
民
税
・
県
民
税
の
減
免

賦賦市
課課民

3 1税
係係課act

23 23
四

6 6
○○
8 8
1 2

　
平
成
６
年
度
の
市
民
税
・
県
民
税

に
つ
い
て
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る

場
合
は
、
未
到
来
の
納
期
分
に
限
り

減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
納
税
義
務
者
が
平
成
６
年
１
月
２

日
以
後
に
死
亡
さ
れ
た
場
合
。
た
だ

し
、
所
得
金
額
に
よ
り
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

②
震
災
・
風
水
害
な
ど
の
自
然
災
害

や
火
災
に
よ
る
災
害
で
、
自
己
（
そ

の
か
た
の
控
除
対
象
配
偶
者
や
扶
養

親
族
を
含
む
）
が
所
有
す
る
居
住
用

の
住
宅
や
家
財
に
損
害
を
受
け
た
場

合
。
た
だ
し
、
損
害
の
程
度
に
よ
り

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

減
免
申
請
書
の
提
出
期
限

　
①
②
ど
も
、
次
に
掲
げ
る
日
の
い

ず
れ
か
遅
い
日
ま
で
に
。

▼
そ
の
要
件
に
該
当
し
た
日
か
ら
最

●●●●●●●●　6月の納税●●●●●●●●

　市・県民税(第期分･前納分）|

国民年金保険料（6月分）

納期限　６月30日(*)

初
に
到
来
す
る
納
期
限
の
日

▼
そ
の
要
件
に
該
当
し
た
日
か
ら
3
0

日
を
経
過
す
る
日

※
　
申
請
用
紙
は
市
民
税
課
（
本
館

２
階
）
で
お
渡
し
し
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
手
続
き
を
さ
れ
な
か
っ
た
場
合

は
、
該
当
し
て
い
て
も
減
免
を
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

固
定
資
産
税
の
減
免

償家土資
却屋地産

資1 係税
産係登課
係酋23
豊23 １
23 I 6

I 6 1
６００
0 9 3

9 7
４

　
災
害
に
よ
っ
て
土
地
、
家
屋
、
償

却
資
産
に
、
次
の
よ
う
な
被
害
、
損

害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
未
到
来
の

納
期
分
に
限
り
、
固
定
資
産
税
の
減

免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
土
地
に
面
積
の
２
割
以
上
被
害
を

受
け
た
場
合

②
家
屋
に
固
定
資
産
の
価
格
の
２
割

以
上
損
害
を
受
け
た
場
合

●お忘れなく納付してください。●

　なお、納税組合で納付されるかた

は、各組合で決められた収納取り扱

いロに納付してください。

　このほか、岡崎市内の金融機関で

口座振替により納入する方法もあり

ますので、ご利用ください。

収納課庶務係　23－6122

③
償
却
資
産
に
固
定
資
産
の
価
格
の

２
割
以
上
損
害
を
受
け
た
場
合

減
免
申
請
書
の
提
出
期
限

　
被
害
、
損
害
を
受
け
た
日
か
ら
１

ヵ
月
以
内
に
。

※
　
申
請
用
紙
は
資
産
税
課
（
本
館

２
階
）
で
お
渡
し
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
資
産
税
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

身
体
障
害
者
更
生
相
談

登福
21祉

｜の
８村
H

フのI
　家

　
在
宅
障
害
者
の
た
め
に
、
更
生
相

談
を
行
い
ま
す
。

　
内
容
　
在
宅
障
害
者
の
福
祉
更
生

の
た
め
の
生
活
、
医
療
、
訓
練
、
就

職
な
ど
の
各
種
相
談
、
援
助
、
指
導

　
日
時
　
７
月
３
日
向
　
午
前
1
0
時

～
午
後
２
時

　
場
所
　
福
祉
の
村
「
身
体
障
害
者

セ
ン
タ
ー
友
愛
の
家
」

　
相
談
員
　
岡
崎
市
身
体
障
害
者
相

フ月前期

粗大ごみと

使用済み乾電池の収集

中央クリーンセンター　22－1153

●各町で決められた粗大ごみ持ち寄

り場所へ、収集日の午前8時30分まで

に持ち出してください。

出してはいけないもの

事業系ごみ、タイヤ、バッテリー、オ

ートバイ（50cc以下を除く）､大型農機

共、プロパンボンベなどの危険な物

談
員

住
民
実
態
調
査
を

郵
送
で
行
い
ま
す

　
こ
の
調
査
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

関
す
る
事
務
を
的
確
に
行
う
た
め
、

住
民
記
録
の
正
確
性
を
確
保
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
ま
す
。

　
今
回
は
本
庁
管
内
を
対
象
に
、
調

査
票
を
世
帯
ご
と
に
郵
送
し
ま
す
。

配
達
さ
れ
た
際
に
は
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

８月30日正午プールオープン…当日入場無料…

■利用期間　８月31日(水)まで

■利用時間　午前９時～午後５時

■利用料金　大人60円、中学生以

下30円、コインロッカー20円

※　7 ／10と８／７の午前９時

～午後Ｈ寺は利用できません。

　　　遊戯施設登52－9095

■利用期間　８月31日伽まで

■利用時問　平日…午前10時～午

後５時、日・祝日及び7 ／20～8

／20…午前9時～午後５時

■利用料金　大人600円､中学生以

下300円、コインロッカー100円

スポーツガーデン容23－1733

収集日 収集町名

｜日原

大樹寺］・２区、藪田、上

大門、大門新田、中大門、

下大門

４日（月）・上里｜～３丁目、百々西町

５日㈹
定国、中村、国正、安藤、

上三ツ木、下三ツ木

６日南 正名、上青野

７日團
上側、上側新町、後屋敷、

高畑、小園

s日吻
中島八幡、中島新町、中島

本町、中島境町

目日(月)
福桶、上合歓木、下合歓木、

高橋

12日(火) 在家、本郷、坂左右、下和田

13日閑
中之郷、中之郷団地、土井、

野畑

14日南 赤渋、下青野

｣５日面 宮地、井内、牧御堂

目日(月)
福桶、上合歓木、下合歓木、

高橋

12日(火) 在家、本郷、坂左右、下和田

13日閑
中之郷、中之郷団地、土井、

野畑

14日南 赤渋、下青野

｣５日面 宮地、井内、牧御堂
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商
業
統
計
調
査

（
卸
売
・
小
売
業
）
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
通
商
産
業
省
で
は
、
平
成
６
年
７

月
１
日
現
在
で
、
商
業
統
計
調
査
（
卸

売
・
小
売
業
）
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
わ
が
国
の
商
店
の

分
布
状
況
や
販
売
活
動
の
実
態
及
び

流
通
状
況
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
全
国
の
卸
売
業
・
小

売
業
を
営
ん
で
い
る
す
べ
て
の
事
業

所
（
商
店
）
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
に
当
た
っ
て
は
、
県
知
事
か

ら
任
命
さ
れ
た
調
査
員
が
商
店
を
直

接
訪
問
し
ま
す
。
そ
の
際
、
調
査
票

を
配
布
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、
回
収

に
伺
い
ま
す
。
記
入
さ
れ
た
事
柄
は
、

統
計
作
成
の
た
め
に
使
う
も
の
で
、

そ
の
他
に
は
一
切
使
用
し
ま
せ
ん
。

あ
り
の
ま
ま
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

下
水
道
第
ｐ
」
期

処
理
区
域
の
か
た
へ

平
成
６
年
４
月
１
日
処
理
開
始
区
域

一部町 全町

柱曙丘司羽戸六

7八戦鸚

目｀｀目｀不ヽ

　― =t:

差額活

　託賤訂

　　｀柱緑庄

IS a

江

□一
一丁

目

の市政だよ
さい。

く
．
－

号
だ

日
く

1 5
覧

月
ご

３
を

　
｀
ジ

は
Ｉ

く
べ

し
1
9

詳
り

　
こ
の
区
域
は
、
汚
水
（
生
活
雑
排

水
、
ト
イ
レ
の
排
水
）
と
雨
水
を
別
々

に
流
す
分
流
式
下
水
道
で
す
。

処
理
区
域
の
か
た
へ

　
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
日
か
ら
６
ヵ
月
以
内
に
、
下
水

道
へ
の
接
続
工
事
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

早
め
に
工
事
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
し
尿
浄
化
槽
は
、
保
守
点

検
や
清
掃
な
ど
の
維
持
管
理
費
、
故

障
の
わ
ず
ら
わ
し
さ
を
な
く
す
た
め

に
廃
止
工
事
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

衛
生
設
備
資
金
の
無
利
子
貸
し
付
け

▼
便
所
改
造
資
金
（
最
高
四
十
万
円
）

く
み
取
り
便
所
を
水
洗
便
所
に
改
造

す
る
工
事
・
し
尿
浄
化
槽
を
取
り
除

く
工
事

▼
排
水
設
備
資
金
（
最
高
四
十
万
円
）

排
水
設
備
を
設
置
す
る
工
事
・
汚
水

雨
水
切
り
離
し
工
事

　
ご
利
用
の
場
合
は
、
岡
崎
市
指
定

衛
生
設
備
工
事
店
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。
工
事
店
に
依
頼
が
多
く
、
希

望
す
る
期
間
に
工
事
が
で
き
な
い
か

た
は
、
岡
崎
市
管
工
事
業
協
同
組
合

（
容
5
1
－
5
5
1
7
）
　
へ
ご
相
談
を
。

■p･罰屎^C^3vWりjcc> 'js^ -■
-

　　　6月15日～7月３日

CATVミクス(21チャンネル)で放送

■おはなし絵本

18日山

美合保育m⑥ちゅうりっぶ組｢どろぼうがっこう｣

25日山

美合は打LSI⑦ひよこ組rはらぺこあおむし』

●月～土曜日＝午後6時30分～

●日曜日＝午後&時～

※土曜w･11 囃II収送分のビデオテープは

　圓占館で貸し出しています。

圖土曜ミニ講座

7月2日出

賢い消費者に①

●まちの話題

月～金曜日　日替わ')で､市内のニュース

　　　　　　を毎日2本放送

■いき!いき!おかざきピープル(60分間)

i9日(B)

中学枚総合体育大会①(入場行進､新m操

26日(Bl
中学枚総合体青大会②(バスケットボール)

7月3日(日)

ニューポートビーチ市姉妹都市

提携ioi?;J年記念コンサート①

㎜

東海テレビで放送

■まちの話題ウィークリー

土曜日　１週間の「まちの話題」をまとめ

　　　　て放送

圖市民便利帳

～I8日(±)

新実南吉童話の心展

20日㈲～25日(±)
t･φ■/■,-J*』〃

27日剛～7月２日山　　　　　　　　　●6月25日(±)午前6時I5分～30分
子育て支援事業　　　　　　　　　

|

・今月の内容…「子育て支援事業」など

◆都合により番組の内容を変更することがあります。広報課　悄報調整係豊23－6007

こE]

，

図書館容51-2251

巡回目
-

５日㈹

19日㈲

-
６日閑

20日伽
-

７日剛

21日剛

-

２日出

15日囲

-

i2日叫

26日叫

-

I3日團

27日剛

-

M日附

28日剛

一
８日S

22日吻

巡回場所 駐車時間

岡崎小 矢作南小 AMIO:00心|I:00

常磐小 井田小 PMI:30～2:30

常磐東小 梅園小 PH3:00-a:00

/ 根石小 AM10:00～卜:00

百々公園 滝団地 PH|:30～2:30

城南小 本冑ｸﾞ'lｰﾝﾗﾝﾄﾞAM10:00～||:00

大門小 / ni＼:30へ2:30

大樹寺小 / W3:00～4:叩

北野小 福岡小 剔IO:O0-ll:00

連尺小 本宿小 PUl:30～2:30

矢作北小 生平小 fV3:00～4:09

男川小 六ｯ美南部小Ui10;00-^1|:叩

細川小 恵田小 mi:30～2:30

奥殿小 岩津小 F1il3:00-<l:00

矢作西小 矢作東小 AMI0:00～卜:圓

秦梨小 竜谷小 PM1:30ゝ1:30

常磐南小 山中小 rv3:00～4:00

六ッ美北部小六ｯ美中部小AMiO:0O･"ll:ffl

愛宕小 美合小 PUI:30～2:30

広幡小 藤川小 mi:00ゝ4:00

上地小 緑丘小 AUlO:00～||:00

美合平地荘 北斗台団地 ー|:30～2:30

(注l)悪天候(暴風､大雨)の時は、巡回

　を中止することがありますので､図書

　館へお問い合わせください。

(注2)7月1 [MM市制記念日は､図書

　館の休館日にあた|)ますので、7月２

　日剛に巡mを変更します。

r
テレホンサービχJ

　　　●●●市政だより●●●

　　　　a21－ll11

　　　市からのお知らせ、行事案内
　　　　　(毎週月曜日変更)

　　　●●●保健だより●●●

　　　　酋ai－n 12

休日緊急当直医､検診のお知らせ､健康一ロメモ

　　　　　(毎週月曜日変更)

　●●●子どものおはなし●●●

　　　　a21－l113

　　　岡崎の昔話6月16日～30 a
　　　｢奥山田町の村積山の毒石｣

　　　　創作童話7月|日～15日
　　　　｢流れ星の郵便屋さん」

　　作者鈴木美帆さん(米河内町)

｜

｜

市政だより●おかざき1994年(平成6年)6月15日120
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一

住

月の保健だより

民検診（無料）のお知らせ

●対象／昭和30年４月１日から昭和

54年３月31日までに出生のかた

●内容／身体計測、血圧測定、尿検

査、コレステロール・中性脂肪検査

■歯科健康相談

　歯周病の予防と口腔内の異常が早

期発見できます。

●内容／歯科医師による個別相談と

ブラッシング指導

■成人病健康相談

●対象／健康について相談したいこ

とがあるかた

　注意事項

への通知は出しませんの

　で、ご都合の良い会場で受診

　してください。

・ボタンや金具の付いていない

　肌着を着用してください。

・健康手帳をお持ちのかた、眼

　鏡の必要なかたは必ずご持参

　ください。

ｌ
ｌ
・

―

｜

　結核及び成人病の早期発見と健康

な暮らしを守るために、年に一度は

住民検診を受けましよう。

・結核健康診断・肺がん検診

　肺結核の感染を防ぐためには、で

きるだけ早く発見することが大切で

　　ﾐ-　　　　　　　　　　　1ﾐす。咳が長引くかた、痰がからみや

すいかた、愛煙家で高齢のかた、子

育て中のかたは特に積極的に受けて

ください。

●対象／4月１日現在で15歳以上の

かた（ただし、勤務先で受けている

かた、就学者、人間ドック受診予定

者、妊娠中のかた及び診療中のかた

は除きます）

●内容／胸部エックス線間接撮影

　（必要と認める場合には喀痰細胞診）

■基本健康診査

　成人病（高血圧症・心臓病・糖尿

病・がんなど）は、40歳前後から急

激に増加してきます。40歳を過ぎま

したら、年に一度は健康チェックを

受けるよう心掛けてください。特に

運動不足のかた、肥満のかた、ひど

い肩こり、めまい、息切れ、むくみ、

疲れやすい、だるい、のどか渇くな

どの自党症状のあるかたは、ぜひ受

けてください。

●対象／40歳以上65歳未満（昭和４

年７月１日から昭和30年３月31日ま

でに出生）のかた。ただし、人間ド

ック受診者及び受診予定者のかたは

除きます。

●内容／身体計測、血圧測定、尿検

査、血液検査（総コレステロール・

ＨＤＬ－コレステロール･中性脂肪･

肝機能・腎機能・貧血・血糖）、心電

図・眼底検査（必要と認める場合）

・大腸がん検診

　住民検診の会場で採便容器をお渡

ししますので、便を採取して、最寄

りの協力医療機関の専用ボックスに

入れてください。

●対象／基本健康診査と同じ

●内容／便潜血検査（二日採便法）

■婦人健康診査

　40歳未満の女性を対象に血液検査

を実施します。

日 区分 会　　場 日 区分 会　　場 日 区分 会　　場 日 区分 会　　場

沼月 ｽﾞｼ蓉1岡崎市保健ｾﾝﾀｰ 20日水
午前 岡崎学区市民ホーム

４日木
午前 藤川学区市民ホーム

23日脚
午前 北野学区市民ホーム

午後 城南学区市民ホーム 午後 竜谷学区市民ホーム 午後 矢乍北学区市民爪－ム

５日脚
午前|，＿　．．．

21日木
午前 三島学区市民ホーム

５日窟
午前

岩津学区市民ホーム24日水
午前 秦梨学区市民ホーム

午後
八-Til」泌にノノ

午後 小豆坂学区市民ホーム 午後 午後 生平学区市民ホーム

６日伽
午前

六ﾂ美北部学区mﾎｰﾑE2日金
午前

岡m市保健センター８日月
午前

愛宕学区市民ホーム25日木
午前

竜美丘学区市民爪－ム

午後 午後 午後 午後

７日木
午前

矢作南学区市民ホーム £5日月
午前 奥殿学区市民ホーム

９日火
午前

午後
羽根学区市民ホーム26日金

午前 常磐東学区市民ホーム

午後 午後 恵田学区市民ホーム 午後 常磐南学区市民ﾎーム

日日金
午前

本宿学区市民ホームee日火
午前

大門学区市民ホーム10日水
午前

緑丘学区市民ホーム29日§ﾄｽﾞﾚこ六名学区雨民ホーム
午後 午後 午後

11日月
午前

大眉寺学区市民ホーム 27日水
午前

広幡学区市民ホーム11日困
午前

岡崎市保健センター30日脚
午前

六ﾂ芙中部字肘民ﾎｰﾑ
午後 午後 午後 午後

IE日脚
午前

上地学区市民ホームP8日崇
午前

矢作市民センターIB日脚
午前 常磐学区市民ホーム

|回
午前

美合学区市民ホーム
午後 午後 午後 岡崎市立看護専門学校 午後

13日伽
午前

細川学区市民ホーム29日産
午前

岡崎市保健センター17日伽言臨学z市E木-ﾑ 昭凩
午前

六ﾂ美献畔豺民ﾎｰﾑ
午後 午後 午後

15日産
午前

根石学区市民ホーム帽。午前 蓑岡地縁会館i
18日南

午前|＿－－エ　，
２日産穣|呂市ヨヤンタ一

午後 午後 岡埼市保健センター 午後
珊|呵于匡||」入小μ

IB日月
午前

大樹寺学区市民ホーム ２日叫
午前

梅園学区市民ホーム19日塗
午前

山中学区市民ホームi5日月
ｽﾞしな･

1岡崎市保健センタ‾午後 午後 午後

19日脚
午前

午後
矢作東学区市民ホーム ３日南

午前

午後
矢作西学E市民ホーム^^日月

午前

午後
井田学区市民ホーム

受付時間
■午前９時30分～11時3D分●午後１時3D分～^時30分



３歳児健康診査

対象：平成３年６月生まれ／場所：

岡崎保健所／受付時間：午後１時～

２時／検診日：７月１日廊、５日(火)、

12日(火)、13日伽、19日(火)、20日(水)、

27日㈲／持参するもの：母子健康手

帳､アンケート用紙(耳･視力検査)／

その他：尿検査も実施

※指定の日時については、あらかじ

め検診日の１週間前までに個別に通

知します。なお、転入などで通知の

　　　ないかたは、検診日のいずれかの日●　
に受診してください。

｜

成人病予防・健康相談

場所：市保健センター／持参するも

の：健康手帳（お持ちでないかたは

当日受付へ）

７月の日程表

H(曜) 受付昨間 内　　　容

５・㈹ 午前lO咋
～n叶

血圧測定､尿検査､み
そ汁の塩分濃度測定

保健婦のm別相談12・ ㈹

26・(刈 午後＼叶

～２眸

内科医師の＼脂

歯科医師のi脂
栄養士の個別ｷ＼

保健婦の個別＼
血圧洲定.尿倹

そ汁の塩分濃喰

相談

相談
談

談
!£.み
測定

※みそ汁はよくかきまぜてコップ半

分くらいお持ちください。

妊婦教室

人間ドック(半日コース)の検診

対象：市内在住の40歳以上のかた

　（中込日現在）／実施期間：来年２

月までの予定／検査項目：①身体計

測、血圧、尿、便潜血、聴力、肺機

能、血液、眼科、心電図、胸部Ｘ線、

胃部×線、腹部超音波の各検査　②

子宮がん検診（女性の希望者）③

乳がん検診（女性の希望者）④骨

密度測定（希望者）／検診料（個人負

担分）：検査項目①は12,360円（た

だし、岡崎市国民健康保険に加入の

かたは6.000円）②は700円（子宮体

部細胞診実施のかたは1.200円）③

は300円　④は1.600円／検診場所：

岡崎市医師会公衆衛生センター別館

　（竜美北１丁目）／申込期限:12月

22日／申込方法：往復はがきに①人

間ドック検診　②住所　③氏名（ふ

りがな）④生年月日　⑤性別　⑥電

話番号　⑦前回の受診年月　⑧今ま

での受診回数　⑨子宮がんまたは乳

がん検診をご希望のかたは、その検

診名　⑩国民健康保険に加入のかた

は保険証の被保険者証記号番号を記

入して、〒444市内十王町２丁目９

番地　岡崎市役所保健課保健係まで

　（電話申し込みは不可）。

※申し込まれたかたは、市が「人間

ドック」とは別に行う「住民検診」。

「老人個別検診」及び「胃がん検診」

は受けないでください。

※人間ドックの受診は年１回とさせ

ていただきます。

おばあちゃんと一緒に子育て勉強会

　　　　　　　　　　保健課健康管理係S23－6084
対象：初孫を迎えるおばあちゃん

と妊婦さん（同伴でお越しくださ

い）／日時：７月11日（月）午前９時

45分～正午（受付９時30分～）／

場所：市保健センター／定員:30

組／内容：講話（母乳育児の方法、

赤ちゃんの衣類と生活)、実技(赤

ちゃんの入浴方法)／講師：助産

婦　石原一江氏／申込方法：あら

かじめ保健課健康管理係へ電話

で。／その他：母子健康手帳をお

持ちのかたは、ご持参ください。

害虫薬剤は

注意して使いましょう

　　　　　　■

　夏は、ハエや蚊の発生が多い

季節です。これらの害虫を、各

地域や家庭で薬剤（油剤・ソー

ル剤など）を使って、駆除する

場合は、次のことに注意してく

ださい。

(1）定められた用法、用量を厳

　守すること。

（2）川や池などに流入し、魚類

　などに被害を出さないように

　すること。

(3)薬剤の入った容器は、直射

　日光を避け、小児の手の届か

　ない場所に保管すること。

(4）食品、食器、おもちゃなど

　に付着しないようにすること。

（5)引火性のある薬剤は、火気

　などに近付けないこと。

(6)薬剤の空容器は、せっけん

　液などで洗浄し、適切に処分

　すること。

保健課防疫係萱2 3－606 8

火・木曜夜間当直の歯科医師

時間：午後６時～９時

７月の日程表

5 ■㈹
須賀歯科医院

(荻町)S21－8090

7 ・困
医m法人市川陶科医院

(魚町)登21－5855

12・㈹
杉江歯科診療所

(渡町)S31－2230

14・(和
フタバ歯科医院

(関町)S5 4－7337

19・㈹
杉＼t

(門

歯科

ijl"T)萱23一5 5 1】

21・附
岩瀬歯科医院

(南明大寺町)a5 3－1418

26・㈹
杉本肉科竜美ヶ丘.診療所

(屯美南)a5 3－0 2 8 2

28・附
真伝歯科

(真伝町)豊4 6－401 1

市政だより●おかざき1994年(平成6年)B月15日＼^^
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月の保健だより
乳幼児健康相談

持参するもの：母子健康手帳、筆記

用具

７月の日程表

日・所 対象者 主な内容

７・Ⅲ

市保健

センター 妊娠７ヵ月

ころまで

妊娠中の生活．妊

婦体楳、妊娠中の
気をつけたい病気

13・團

岡崎保
健所

妊娠巾の食事と栄

養、妊娠中の歯の

手入れと子供の虫
幽予防

2
l･

悩

■附
叶保

囲

妊娠sヵ月

ころから

お産の経過と産後

の上活、赤ちャん
の生活と準備用品

28・(相
市保健

センター

妊娠8ヵ月

ころから産
後３ヵ月こ

ろまで

母孔育児

産後のは乳相談

　(個別)

時間岡崎保鯉所：午前9 mo分～正午

　巾保健センター：午後11心～3 時30分

※妊婦体操は運動のしやすい服装で。

※ご主人の参加も歓迎。

離乳食講習会

日時：７月12日(火)、26日(火)午前10

時～11時30分／場所：岡崎保健所／

対象: 3ヵ月～６ヵ月児を持つ母親

など／持参するもの：母子健康手

帳、筆記用具／その他：赤ちゃんは、

できれば預けてきてください。内容

は両日とも同じです。

保 健 セ ン タ ㎜ の

･健??ﾂﾞでJ7JﾖS(^mﾌﾌﾂﾞに

「　　　

「貧血予防食」

―
・

へ
　
　
　
／

教

日時／７月26日(火)午前10時～午後

　　　Ｏ時30分(受付９時45分～)

内容／講話、調理実習、試食

講師／栄養士　広瀬輝美氏

持参するもの／エプロン、健康手帳

(お持ちでないかたは当日受付へ)

■４ヵ月児健康診査

※４ヵ月児及び４ヵ月以降で、まだ

市の健診を受診していない乳幼児

受付時間：午後川寺～１時30分／内

容：医師の診察、身体計測、保健婦

の育児・栄養相談

■10ヵ月児健康相談

受付時間：午前10時～10時30分／内

容：身体計測、保健婦の育児・栄養

相談

持参するもの：母子健康手帳、薄い

バスタオル(4ヵ月、10ヵ月とも)

７月の日程表(ﾇ橡鴎の指定日に受けてください)

対象区域(学区) 1-|曜) 場　　所

井川､広幡､愛宕、
常磐(南･東)､常磐 8 ・吻

市保健セン
ター

六名、人尉寺 15・偽

三島、竜美丘 21・湘

竜谷､藤川､山巾、
本宿

７・木
東部市民セ

ンター

六ッ美（中部・北
部・南部）

12・㈹
六ッ美市民

センタ-

恵田､岩津､大門、

奥殿、細'll
14・内

岩津市民セ

ンター

矢作(東･北･西・
南)、北野

22・廊
矢作市民セ

ンター

小豆.坂､叫川､美合、

緑丘,生気秦梨
26 ･図

大平市民セ

ンター

羽根､城配岡崎、

福岡､上地
28べ和

南部市民セ

ンター

※梅園、根石、連尺学区のかたは、

市保健センターのいずれかの日に受

けてください。

室 市保健センター　S25－1144

ｊ案　内　図

＜申込方法＞事前に保健課萱23－6084へ電話で申し込んでください

神経芽細胞腫検査

　　(小児がんの一種)

生後６ヵ月になったら検査を受けましょう

対象：平成５年11月～12月生まれ／

送付先：愛知県健康づくり振興事業

団／検査用紙：乳幼児健康相談会場

で配布した用紙

１歳６ヵ月児健康診査

対象：平成５年１月生まれ／場所：

市保健センター／受付時間：午後１

時～１時30分／内容：医師・歯科医

師の診察、身体計測、育児・栄養相

談／持参するもの：母子健康手帳

７月の日程表(対躯域の指定日に受けてください)

対象区域(学区) 日(曜)

梅園、井田、広幡、北野 ５・('Jt)

根石､六ッ美(中部･北部･南部) 6 り水

連尺、小豆坂、男川、美合. 緑

丘、生平、秦梨
11り）

六名、恵田、岩津、人門､奥殿、
細川

13・團

愛宕、三島、竜美IT:,羽根 18・囲

矢作（東・.11:・西・巾） 20 ・ (水)

常磐(南一東).常磐, "Hi谷、藤
川、山中、本'in、人尉寺

21i・川

福岡、城南、岡崎‥ﾄ.lii 27 ・ ('JO

※都合の悪いかたは、１歳８ヵ月まで

に受けてください。

※公共交通機関をご利用ください。

健康増進室

日時：毎週火曜日　午前９時～11時

　（予約制）／場所：岡崎保健所健康

増進室／内容：運動機器を使って、

安全かつ科学的に、あなたに合った

運動を処方／料金:1.560円（血液

検査などを含む）／申込先：岡崎保

健所事業担当
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【岡崎の虫ごよみ】

　　　　＠

　美合町生田の里は、全国でも有数

のゲンジボタル発生地として昭lino

年に国の天然記念物に指定されまし

た。しかし、戦後の急速な市街化、

河川の改修や水の汚れなどによっ

て、減少の一途をたどりました。そ

の後、昭和47年に乙川上流域まで国

の指定が拡大されると、美合小学咬

＝
几
目
は
‥
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４
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．
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．
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…
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と河合中学咬が人工飼育に取り組み、今では毎年幼

虫が放流されるようになりました。

　この地方で光を出すホタルは、ヒメボタル（図右

上）、ゲンジボタル（図右中）、ヘイケボタル（図右

下）の３種で、胸の黒斑の形で、見分けることがで

きます。美合町生田のゲンジボタルは別j?･;「生田蛍」

とも呼ばれ、昔はホタルの光で述くからでも川筋が

わかるほど、大址に発生したそうです。

　ホタルの光は熱を持たない冷光で、この光の神秘

さにとりつかれて、人生を燃やし続

けた人も多くいます。かつての生川

蛍保存会、岡崎ゲンジ蛍保存仝、美

合小学校や河合中学校などで人工飼

育に携わった人たちもそうですし、

生田蛍の人工飼育を-I.I*心して成功さ

せた芙合町乍山の故栗[ﾛ悛一郎さん

も忘れてはならない人でしょう。

　このように、私たちのふるさととも強く結びつい

て生きてきたゲンジボタル（生田蛍）は、何にもか

えられない貴重な郷土の遺産です。原始的なこの虫

が､人の知恵にも及ばない仕組みで光を放つことに、

私たちは深い感動を党えることでしょう。この光は、

ふるさとの心のともしびでもあると思います。生山

蛍の成虫は、６月上旬から下旬にかけて出現します。

絵と文／大平　仁夫（文化財保護審議会委員）
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緊急当直担当時間午前９時～正午午後２時～日時　　　　　　　容回－1571

-

９

ｌ

科

-

外
ま

婦科
一
皮

真

一

　喉鼻科
一
限÷

科

３日 10日 17日 E4日 31日

小児科延寿堂杉浦医院

（能見｜)き24－1470

前川内科医院

(本町3)QZ2－0d97

矢田内科

(:|t 野)332－3739

青木医院

(橘i)昔3l－l7l7

東大友内科

(束大友)さ32－4333

美合病院

(美合)き5I－252I

つかざき医院

(本宿)き48－5370

冨田病院

(本宿)a48－E43l

杉浦内科医院

(美合)き52－4668

松下クリニック

(美合)き53－0770

小出クリニック

(牧御堂)き54－560l

村山医院

(中島中)Q43－2027

志賀医院

(中島)a43－E0l5

金山医院

(野畑)n5l－9IO6

鈴木更生医院

(幸田)S56Z－0020

竹内胃腸科

（松本｜)S24－775I

杉浦医院

(康生南)Q22－029l

伊藤整形外科

(西大友)a3l－7107

大堀クリニック

(宇頭)魯31－3688

ワシミ整形外科

(久後崎)C52－88ロ

三ヶ根クリニック

(幸田)H62－2055

幸田産婦人科

(幸田)OS2－8675

吉村病院

（柱）Sr5l－l895

金山医院

(野畑)昔5l－9l0B

加藤病院

(明大寺本)昔2I－325I

協1沁べo，

V,丿尿器りも可l

亀井皮膚科

(羽根GS3一目28

伊藤整形外科

(西大友)Q3I－7IO7

大堀クリニック

(宇頭)昔3l－3688

|§4でIJ鷲%

22－1449
ぃ丿願'-/!s元丿し可］

中野耳鼻咽喉科

(本町3)をa2－026i

坂堂医院

（福寿I ）萱2I－6I56

中西耳鼻咽喉科

(伊賀7)Q22－358I

嶋田医院

鴨m南)昔24－6555

渋谷耳鼻咽喉科

(旬田本)Q23－OI69

小鳥眼科医院

(松本l)酋23－338l

鈴木眼科医院

(幸田)QS2－46l2

矢藤眼科

(能見)fir2l－0S4l

橋本限科医院

(三崎)Q53－9904

ほしの眼科

(康生南)Q28－I41I

歯科医師会館（六供町三本松18の１六供浄水場西約100m) 登21-0501　受付時間午前９時～II時午後１時～３時

･･平日夜間急病診療所（医師会公衆衛生センター) 登5P-1572受付時間午後フ時30分～10時30分

1･救急医療情報のご利用は-普21-1133　･･救急は…eil9へ

■編集と発行　岡崎市市長公室広報課　〒444岡崎市十王町２丁目９番地a(0564)23-6033
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一気に国体本番へ
　平成３年に岡崎市の開催種目が、バスケットボール（少年男子）・

アーチェリー･空手道の３競技と決定して以来、国体開催に向け着々

と準備を進めてきました。その国体も、あと４ヵ月余りに迫りまし

た。いよいよ今月からは、夏季・秋季の開会式の入場券の申し込み

も始まります。岡崎市では日月７日旧）に、中央総合公園にて、「国

体開催100日前記念フェスティバル」を開催します。これを機会に、

本番に向けて一気に国体を盛り上げていきたいものです。多くの皆

さんのご来場をお待ちしています。

　　　　　　　　会期: 10月P9日出･･･□月３日木
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ｽポーヽｿ・しりリエーu．Ξこ．まつり

（10:00～　　　）

・ユニホッケー

　　(第１錬成道場)1

・ソフトミニバレー

　　(体育館棟)

・インディアカ

　　(体育館棟)

・グラウンドゴルフ

　　(サブグラウンド)　　．ふ

・ペタンク

　　(サブグラウンド)

・体験コーナー　　　　　　゜

　　●チャレンジ・ザ・ゲーム
　　●タスポニー

　　(体育館棟)

・ウォークラリー

　　(中央総合公園周辺)

　応募については、次のページをご覧

ください。
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｜

｜

スポーツ・レクリエーションまつり募集
●･募集種目及びチーム数

種　目 会　場 チーム数及び人数 備　考

ユニホッケー 第１錬成道場 Ｂチーム(1チーム12人）

ソフトミニバレー 体　育　館　棟 16チーム()チームH］人） 女子チームのみ

インディアカ 体　育　館　棟 16チーム(1チーム８人） 女子チームのみ

グラウンドゴルフ サブグランド 32チーム(1チーム６人） 雨天中止

ペ　タ　ン　ク サプグランド ＢチームC)チーム６人） 雨天中止

体験コーナー 体　育　館　棟 個人参加 当日自由参加

ウォークラリー 中央総合公園周辺 個人参加 雨天中止

･･参加料　　無料

s・申込資格　　市内在住者

●･申込方法および期限　　市役所および各支所にある応募用紙に所定の用件を記入し、７月８日（金）（消印有効）までに、〒

　　444岡UnJ市十王町２丁［］９番地　岡崎市国体事務局内スポーツ・レクリエーション係（S23－6452）へ郵送または持参

　　してください。又、応募チーム多数の場合は、抽選します。（ト字トで多数の場合は、学区ごとに抽選をします。）

●･賞　　品　　優勝、準優勝、第3位まで賞品を差し上げます。尚、参加者全員に参加賞を差し上げます。

･・その他　　競技方法等詳細については、応募用紙（募集要項）をご覧ください。

〈記入例〉
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●-「夏・秋季大会開会式」の入場券販売方法

　記入例を参考にして、往復はがきに必要な事項を記入のうえ国体

事務局へ申し込みください。

①　１枚の往復はがきにつき入場券１枚とし、各開会式ごとに１人

　１通とします。ただし、スタンドの指定はできません。

②　「車イス席」での入場を希望される方は、その旨を明記し付添

　人（1人入場可能）の有無も明記してください。

③　申込多数の場合は抽選し、返信用で結果を通知します。

④　申込期間は６月20日（月卜７月８日（金）（必着）

⑤　入場券は、引換期間内に当選はがき及び入場料金と引き換えに

　お渡しします。期間後の引換はできません。

　引換期間　８月８日（月）～８月19日金（土・日を除く午前９時～午

　　　　　　後４時30分）

　引換場所　国体事務局（市役所８階）

會「秋季大会閉会式」及び「模擬国体」の入場券販売方法

　　　先着順（1人１枚）で販売します。

①　販売期間　８月８日（月）～８月19日出（取扱時間等は、同上）

　夏季大会閉会式〔９月６日（火）〕は、入場自由です。

　問い合わせ先　岡崎市国体事務局総務課（酋23－6452）

△」

１
ｌ

＼ 開催期日 入場時間 会　場
スタンド別入場料金

東・西 メイン ｻｲＭﾂｸ

夏季大会
開会式

９月３日
　出

開館7:30
締切8:ID

名古屋市総合体育館
レインボープール

300円ノ ／
模擬国体

10月P3日
　(印

開門9:00
締切11:00

名古屋市喘穂公園
陸上競技場 ノ 3D0円 200円

秋季大会
開会式

10月29日
　出

開門9:叩
締切lKOO

同上 ／ l.ODD円 700円

秋季大会
閉会式

II月３日
　冊

開門1?:40 同上 ／ 5DD円 300円

■発行：岡崎市役所国体事務局　岡崎市十王町２丁目９番地　萱23－6452
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